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第 ３ 次 大 和 市 生 涯 学 習 計 画 

 

 

 

  

          
  ＜目標＞ 

・生涯学習各関係機関の機能を明確にし、情報システムを確立するとともに、 

その普及・活用を図ります。 

 

小項目１ 情報提供の充実 

 

 ＜方針＞ 

・多様化した市民ニーズに応えるため、関連情報の収集・蓄積・提供の充実 

に努めます。 

・市民が、いつでもどこでも自分にあった方法で情報が取得できるよう、情 

報誌やインターネットなど様々なメディアを使った情報提供に努めます。 

・図書の活用促進と、図書館のレファレンス機能の充実を図ります。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) スポーツ施策管理事務 
・スポーツ振興審議会を開催し、スポーツの普及・振興の施策について協議しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・委員報酬  １１６千円 

(2) 生涯学習情報提供・学習相談事業 

 ・庁内や関係機関などから収集した生涯学習関連情報を、インターネットや情報 

誌など様々な媒体を使って市民に提供しました。 

 ＜学習情報の提供実績＞ 
  ・サークル・団体情報       ３，５０１件【３，２２２件】 
  ・事業・講座情報         ３，５４０件【２，０２６件】 
  ・資格・試験情報            ６１件【   ２７件】 
  ・ボランティア講師制度情報      ４４１件【  １５０件】 
  ・市民端末利用者数      １７，８２０人【２６，１２３人】 
    （生涯学習センター・渋谷中学校開放窓口） 
  ・その他             ８，３３２件【５，８８４件】 
＜決算額の内訳＞ 

   ・社会教育指導員報酬  ３，２４０千円 
   ・その他          ３２１千円 

 
 
 

大項目 １ 一人ひとりへの働きかけ 

中項目 (１) 情報の提供 
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(3) 青少年センター運営事業 

・青少年健全育成のため、青少年・青少年団体等へ施設の提供をしました。 

  ・大和市のホームページの体系の中で、青少年関係のページの内容の充実と、情報 

   の随時更新を行いました。 

＜青少年センター利用者総数＞ 

    ・４２，５０３人【４７，２４１件】 

   ＜青少年センター利用者の団体・個人別＞ 
    ・個人２８５人  団体での利用３５，１２３人 自主事業４，２８３人 
   ＜青少年センター利用者の区分別＞ 
    ・幼児８，２２６人 保護者７，５８５人 小学生６，３９１人  
     中学生１，６４７人 高校生６７２人 学生９６２人 勤労青年２，３８６人 
     指導者４，０１４人 その他 １０，６２０人 
   ＜情報提供項目数＞ 
     ５６項目 
   ＜決算額の内訳＞ 
    ・消耗品     ６９７千円 
    ・複写機等リース ７１８千円 
    ・その他   １，０４０千円 
(4) 図書資料貸出事業 

   ・利用者が求める図書資料を収集しました。未所蔵の資料について、相互貸借 
システムなどにより提供しました。 

     蔵書冊数（市内図書施設合計）   ３９０，１８７冊【３８８，３９４冊】 

＜決算額の内訳＞ 
 ・窓口業務委託         ３２，４６５千円（図書館及び４図書室） 
 ・図書購入費          ２６，０５９千円 
 ・図書館システム賃借料     １１，５８８千円 
 ・その他            １８，５０７千円 
   （図書館システム保守委託） 

(５) 図書のリサイクル事業 

   ・リサイクルフェアの開催及び常設のリサイクルコーナーを設置しました。 
(６) 図書情報提供事業 

・図書館ホームページでの蔵書検索、新着図書情報などを随時開示するとともに、

更新頻度を高めました。 
・インターネットによる予約を行いました。 
・ブックリスト・図書館報を作成しました。 
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・ 達成度 
① 特に方針の推進になった点  
  関連情報の収集や提供については、サークル団体情報の提供件数が 
３，２２２件の予定に対して３，５０１件の実績があるなど、情報提供を積極

的に行っており、達成度は高くなっています。学習情報を主に提供している「生

涯学習情報提供・学習相談事業」においては、インターネットや情報誌などを

利用し、様々な提供を行いました。  
 ② 未達成の点  

     ブックフェアについては、百科事典等情報の古いものは年々残っていく傾向

があるため、予定数には達しませんでしたが、常設のリサイクルコーナーによ

り日々の利用が増えました。 
 ・ 課 題 
    情報提供については、概ねできていると思います。今後は、市民に単に情報を

提供するだけでなく、市民がどのような情報を欲しているのかを的確に把握し、

情報を整理・統合するとともに、誰にでもわかり易い情報の提供方法を常に考慮

していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・生涯学習各関係機関の機能を明確にし、情報システムを確立するとともに、 

その普及・活用を図ります。 

 

小項目２ 学習相談の充実 

 

 ＜方針＞ 

・生涯学習情報システム「やまと生涯学習がいどぶっく電子版」等を活用 

 した相談体制の充実を図ります。 

・学習センターでの学習相談をはじめ、青少年センターや子育て支援セン 

ター等での教育相談等、市民一人ひとりの実情に合わせたきめ細かい相談 

事業の充実を図ります。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(１) 生涯学習情報提供・学習相談事業（再掲）         
・庁内や関係機関などから収集した生涯学習関連情報を、インターネットや情報誌 
など様々な媒体を使って市民に提供しました。 

 ＜学習情報の提供実績＞ 
  ・サークル・団体情報       ３，５０１件【３，２２２件】 
  ・事業・講座情報         ３，５４０件【２，０２６件】 
  ・資格・試験情報            ６１件【   ２７件】 
  ・ボランティア講師制度情報      ４４１件【  １５０件】 
  ・市民端末利用者数      １７，８２０人【２６，１２３人】 
    （生涯学習センター・渋谷中学校開放窓口） 
  ・その他             ８，３３２件【５，８８４件】 
＜決算額の内訳＞ 

   ・社会教育指導員報酬  ３，２４０千円 
   ・その他          ３２１千円 
 (２) 社会教育啓発事業 

  ・家庭教育関係冊子の配布や人権啓発のためのビデオフィルムの貸出を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
・人権・同和教育啓発用ビデオ    ７６千円 
・その他（参考図書等）       ６７千円 

(３) つる舞の里歴史資料館運営事業 

・常設展を開催するほか、企画展を開催しました。 
企画展 開催回数１回【３回】 

   「寄木細工・伝統工芸への道」 
    開催期間：平成１９年１１月２２日～１２月１６日 入場者：７４１人 
・また、資料管理、来館者への説明、普及事業などを行い、市民の方々の歴史にす 

大項目 １ 一人ひとりへの働きかけ 

中項目 (１) 情報の提供 
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る理解を深めました。 
＜決算額の内訳＞ 
・企画展示パネル等作成委託料   １，４１７千円 
・収蔵資料密閉燻蒸委託料       ４３９千円 
・その他（消耗品ほか）      １，０８１千円      

(４) 青少年相談・街頭補導事業   

・電話・来室で相談を受け、問題解決を支援しました。 

     電話相談件数 ３９３件【４７４件】 

     来室相談件数 ２１２件【１８１件】 

     継続相談   １０２件【１３６件】 

・専門街頭指導員と青少年相談員による街頭補導を行いました。 

     街頭補導回数      ４１３回【  ３１７回】 

     街頭補導従事者数   １，１８７人【１，２７５人】   

＜決算額の内訳＞ 

   ・心理カウンセラー、相談員、専門街頭指導員等報酬  ２５，２３８千円 

   ・その他                       ２，１８６千円 

 (５) 図書情報提供事業（再掲） 

・図書館ホームページでの蔵書検索、新着図書情報などを随時開示するとともに、

更新頻度を高めました。 
・インターネットによる予約を行いました。 
・ブックリスト・図書館報を作成しました。 

 
 
 
 
 
 

・ 達成度 
① 特に方針の推進になった点 
情報の提供に合わせ、市民からの生涯学習などの相談に対しては、サークル団

体の運営相談などきめ細かい対応を行っており、概ね達成できています。   
   ② 未達成の点  

青少年センターへの新規相談件数については、前年度の件数を予定数に見込

みましたが、平年並みの相談件数でした。 
 ・ 課 題 
     相談件数が多ければ、良い結果であるとは、一概には言えません。相談内容に

よっては、相談件数が少なくなったほうが良い場合もあります。 
     市民の需要を把握しながら情報提供を行うとともに、多様な相談に応じる職員

の資質の向上や関係機関との一層の連携を図ります。 
また、生涯学習センター、青少年相談室では様々な相談を行っていることにつ

いて、広く周知していきます。 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・生涯学習各関係機関の機能を明確にし、情報システムを確立するとともに、 

その普及・活用を図ります。 

 

小項目３ 支援者の充実 

 

 ＜方針＞ 

・生涯学習活動を支援する行政側のスタッフ（学習相談員、社会教育指導員、 

社会教育主事、司書等）の充実に努めます。 

・地域における人材情報の収集・蓄積・提供を行い、生涯学習ボランティア 

講師の充実に努めます 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) 社会教育啓発事業（再掲）                  

   ・家庭教育関係冊子の配布や人権啓発のためのビデオフィルムの貸出を行いました。 

＜決算額の内訳＞ 

・人権・同和教育啓発用ビデオ   ７６千円 

・その他（参考図書等）      ６７千円 

(2) つる舞の里歴史資料館運営事業（再掲） 

   ・常設展を開催するほか、企画展を開催しました。 
企画展 開催回数１回【３回】 

     「寄木細工・伝統工芸への道」 
      開催期間：平成１９年１１月２２日～１２月１６日 入場者：７４１人 

・また、資料管理、来館者への説明、普及事業などを行い、市民の方々の歴史 
に対する理解を深めました。 

＜決算額の内訳＞ 
・企画展示パネル等作成委託料   １，４１７千円 
・収蔵資料密閉燻蒸委託料       ４３９千円 
・その他（消耗品ほか）      １，０８１千円    

(3) スポーツ指導者育成支援事業 

   ・大和市体育指導委員連絡協議会に対して補助金を交付します。 

  ・他市交流研修会を実施しました。(伊勢原市・寒川町・大和市６４名参加） 

・神奈川県体育指導委員連合会研修会へ派遣しました。（３回 延べ６９名参加） 

・関東体育指導委員研究大会へ派遣しました。（山梨県 １４名参加） 

・全国体育指導委員研究協議会へ派遣しました。（新潟県 １４名参加） 

＜決算額の内訳＞ 

・非常勤特別職員報酬   ６，１７３千円 

・その他           ６４７千円 

大項目 １ 一人ひとりへの働きかけ 

中項目 (１) 情報の提供 
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(4) 社会教育関係団体登録・育成事業 

  ・ 社会教育関係団体登録の継続認定のための届出書を提出する際に、望まれる団体

活動についての助言を行いました。新規認定の際は、社会教育関係団体に求められ

る使命を十分説明し、その適格性を確認するために当面の活動状況を確認した後に

認定しました。また、利用登録団体及びサークル等からの様々な随時相談時や年１

回行う施設利用者懇談会、生涯学習説明会においても、機会あるごとにより良い団

体運営・活動のあり方などについて説明を行いました。 
(５) 青少年指導者育成支援事業 

・青少年健全育成団体への支援、青少年センターまつりの開催、青少年指導者養成 
事業を実施しました。 
＜決算額の内訳＞ 
 ・青少年指導員連絡協議会補助金    ８８３千円 
 ・子ども会連絡協議会補助金      ８００千円 
 ・母親クラブ連絡協議会        ２４８千円 
 ・青少年指導員報酬        ４，１８７千円 
 ・その他               ５２１千円 

(６) 図書ボランティア養成講座事業 

   ・ボランティアの育成・拡大をしました。 
・養成講座やボランティアのつどい（市内活動団体の交流会）を実施しました。 
（実績）読み聞かせボランティア養成講座（初級編）２回実施・延べ７７名参加 

読み聞かせボランティア養成講座（中級編）３回実施・延べ１０６名参加 
ストーリーテリングボランティア養成講座 ４回実施・延べ６８名参加  
ボランティアのつどい １回実施・１2団体・26名参加 

＜決算額の内訳＞ 
・講師謝礼  １５０千円 (２５千円×６回) 
・保育謝礼    ９千円 （１千円×９人） 

(７) 読書活動推進事業 

・各種おはなし会・文学講座などを開催しました。 
（実績）おはなし会 ６２回実施・１，６７４名参加 

読書講演会 全３回実施・延べ９０名参加 
児童文学講座 全２回実施・延べ３８名参加 
一日図書館員 ３回実施・４２名参加 
大和市子ども読書活動推進会議の設置 
大和市子ども読書活動推進実施計画の策定・実施 

＜決算額の内訳＞ 
・講師謝礼   １５０千円（３０千円×５回） 
・保育謝礼     ２千円（１千円×２回） 
・その他（クリーニング等）  ９千円 

(８) 生涯学習情報提供・学習相談事業（再掲） 

 ・庁内や関係機関などから収集した生涯学習関連情報を、インターネットや情報誌な

ど様々な媒体を使って市民に提供しました。        

 ＜学習情報の提供実績＞ 
  ・サークル・団体情報       ３，５０１件【３，２２２件】 
  ・事業・講座情報         ３，５４０件【２，０２６件】 
  ・資格・試験情報            ６１件【   ２７件】 
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  ・ボランティア講師制度情報      ４４１件【  １５０件】 
  ・市民端末利用者数      １７，８２０人【２６，１２３人】 
    （生涯学習センター・渋谷中学校開放窓口） 
  ・その他             ８，３３２件【５，８８４件】 
 ＜決算額の内訳＞ 

   ・社会教育指導員報酬        ３，２４０千円 
   ・その他                ３２１千円 

 
 
 
 
 

・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

指導者の活動日数、事業支援を行うボランティア登録者数などは、予定より

も多く概ね達成できています。   
   ② 未達成の点  
     未達成の点はありません。 
 ・課 題 
    生涯学習を支援する学習相談員、社会教育指導員、社会教育主事、司書等の確保

に努めるとともに、ボランティアや職員の資質の向上を図ることが課題です。 
    また、スタッフの研修では、その効果を上げるためにも、参加者が参考になる研

修であったのかというアンケートの分析も含め、研修終了後の検証をしていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・全庁的な連携と協力体制を強固なものにし、体系化された学習機会の 

提供と、市民ニーズに合致した新しい事業の創出に務めます。 

 

小項目１ 市民ニーズに応じた学習機会の提供 

 

 ＜方針＞ 

・全庁で実施している事業を有機的なつながりをもって提供できるように、 

 重複事業の一元化を図り、効果的な事業を実施していきます。 

・分野別／難易度別に体系化した学習機会の提供に努めます。 

・実施時間／曜日／保育付きなど市民の多様なライフスタイルに配慮した、 

参加しやすい講座を実施します。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) 講座等開催事業                     

  ・各学習センター毎に、市民ニーズや社会情勢を捉えながら生涯各期に必要な課題

や現代的課題に関する学習機会提供を行いました。 

＜事業内容＞ 

 ・生涯各期事業  乳幼児家庭教育講座等      ７７事業【６９事業】 

  ・現代的課題事業 人権平和事業や男女共同参画事業等２０事業【２２事業】 

  ・その他事業   音楽会や発表会等        ２９事業【３２事業】 

  ・協働事業（渋谷中学校）             １８事業【１４事業】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・社会教育指導員報酬         ３，０６０千円 

 ・講師謝礼ほか            ２，３５２千円 

  ・全国公民館総合補償制度保険料 ほか １，３１１千円 

 (2) 市民大学事業 

  ・人間を知るコースとして「方丈記に学ぶ乱世の生き方」（４回）を、現代を知るコ

ースとして、「セカンドライフの心・技・体」（７回）、「遠くの宇宙と近くの宇宙 ～

宇宙論から宇宙開発まで～」（５回）を実施しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・講師謝礼 ４８０千円 

・その他    ９千円 

 (3) 出前講座「どこでも講座」事業 

  ・講習可能な内容をメニュー化し、１０名以上の市民により構成された団体の求め・

に応じて職員を派遣しました。 

 (４)つる舞の里歴史資料館運営事業（再掲） 

・常設展を開催するほか、企画展を開催しました。 
・企画展 開催回数１回【３回】 

大項目 １ 一人ひとりへの働きかけ 

中項目 (２) 学習機会の提供 
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    「寄木細工・伝統工芸への道」 
     開催期間：平成１９年１１月２２日～１２月１６日 入場者：７４１人 

・また、資料管理、来館者への説明、普及事業などを行い、市民の方々の歴史にた

いする理解を深めました。 
＜決算額の内訳＞ 
・企画展示パネル等作成委託料   １，４１７千円 
・収蔵資料密閉燻蒸委託料       ４３９千円 
・その他（消耗品ほか）      １，０８１千円   

(５) 青少年育成事業 

   ・青少年社会・自然体験推進事業委託（大和ユースクラブ） 

      わくわく冒険隊   ：８１人  ジュニアシニアクラブ：７０人 

      ユースボランティア ：５０人 

・子どもが自由に活動できる場所を提供しました。 

＜子ども広場＞ 

   ・毎週水曜日の午後と土曜日、夏休み中に体育室を開放しました。 

＜ユースクラブ＞ 

 ・宿泊研修、野外活動体験等の自主活動を実施しました。 

＜中高生ボランティア＞ 

・ 夏休み中の子ども広場をボランティア体験の場として実施しました。 

＜決算額の内訳＞ 

    ・青少年社会・自然体験推進事業委託費：８５０千円 

    ・その他              ：２５５千円  
(６) 少年洋上体験事業 

   ・青少年健全育成基金を原資とし、帆船「あこがれ」をチャーターし、３泊４日の

セイルトレーニング（本研修）と、事前･事後研修を実施しました。 
＜事業内容＞ 
 ・参加数   ３０人【３０人】 

    ・本研修   平成１９年８月１７日(金)～２０日(月)（３泊４日） 
    ･発着港   清水港から横浜港 

 ・事前研修  平成１９年８月５日(日) 
    ・事後研修  平成１９年９月２日(日) 

＜決算額の内訳＞ 
    ・少年洋上体験事業委託  １，３６６千円 
    ・その他             ２千円 
(７) 青少年健全育成基金管理事務 

  ・寄附金の受け入れ及び積立金の管理をしました。 

＜年間受入件数及び金額＞ 

・４件【３件】 

・４，２００千円 

(８) 図書資料貸出事業（再掲） 

  ・利用者が図書館に求める資料を収集しました。未所蔵の資料について、相互貸借シ

ステムなどにより提供しました。 
    蔵書冊数（市内図書施設合計）   ３９０，１８７冊【３８８，３９４冊】 

＜決算額の内訳＞ 
 ・窓口業務委託         ３２，４６５千円（図書館及び４図書室） 
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 ・図書購入費          ２６，０５９千円 
 ・図書館システム賃借料     １１，５８８千円 
 ・その他            １８，５０７千円 

   （図書館システム保守委託） 

(９) 読書活動推進事業（再掲） 

・各種おはなし会・文学講座などを開催しました。 
（実績） おはなし会 ６２回実施・１，６７４名参加 

読書講演会 全３回実施・延べ９０名参加 
児童文学講座 全２回実施・延べ３８名参加 
一日図書館員 ３回実施・４２名参加 
大和市子ども読書活動推進会議の設置 
大和市子ども読書活動推進実施計画の策定・実施 

＜決算額の内訳＞ 
・講師謝礼   １５０千円（３０千円×５回） 
・保育謝礼     ２千円（１千円×２回） 
・その他（クリーニング等）  ９千円 

(１０) 視聴覚ライブラリー管理運営事業 

    ・視聴覚機材・教材、設備の貸出を実施しました。 
・１６ミリ映写機操作技術認定講習会を実施しました。 
・ビデオカメラ講習会を実施しました。 
・デジカメ・ビデオカメラプリント講習会を実施しました。 
・新しいメディアの操作講習会（デジカメ講習会で DVD の資料作り）を実施し
ました。 
＜決算額の内訳＞ 
・視聴覚教材購入費（ＤＶＤその他） １４４千円 
・視聴覚機材修繕費         ４９７千円 
・その他               ２０３千円 

(１１) 図書情報提供事業（再掲） 

   ・図書館ホームページでの蔵書検索、新着図書情報などを随時開示し、陳腐化しな

いよう更新頻度を高めました。 
・インターネットによる予約を行いました。 
・ブックリスト・図書館報を作成しました。 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

市民大学や各種講座、少年洋上体験など、市民ニーズに対応した学習機会の

提供は、市民大学の講座回数が予定の１６回開催できたことなど、ほとんどの

事業で予定どおりできており、市民の学習意欲の向上に寄与することができて

います。   
   ② 未達成の点  

図書館の事業を積極的に活用する団体は増えてきていますが、反面、学校や

児童施設に優先的にリサイクル図書を配布していることもあり、各団体所有の

図書が充実してきた結果、団体への貸出数は予定に達しませんでした。 
 ・課 題 
    市民大学は参加者が多く、市民の生涯学習にかなった良い事業であると思います

が、今後は市民ニーズに応じ、社会情勢や、現代的課題に関する講座の開催も企画

していきます。 
また、多様化した市民ニーズに的確に応えていくために、多くの市民からの意見

を取り入れるとともに、関係機関との連携、事業をサポートするボランティア等の

人的確保を図っていきます。 
   団体への図書貸出冊数については、さらに団体数を増やし、貸出し冊数増を目指

します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・全庁的な連携と協力体制を強固なものにし、体系化された学習機会の 

提供と、市民ニーズに合致した新しい事業の創出に務めます。 

 

小項目２ 現代的課題に関する学習機会の提供 

 

 ＜方針＞ 

・関連計画との整合を図り、庁内で連携した学習機会の提供に努めていき 

ます。 

・現代的課題を生涯各期の学習機会の中に体系化し、それぞれの年代に応じ 

 学習機会の提供に努めていきます。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) 講座等開催事業（再掲）                    

 ・学習センター毎に、市民ニーズや社会情勢を捉えながら生涯各期に必要な課題や 

現代的課題に関する学習機会提供を行いました。 

＜事業内容＞ 

 ・生涯各期事業  乳幼児家庭教育講座等      ７７事業【６９事業】 

  ・現代的課題事業 人権平和事業や男女共同参画事業等２０事業【２２事業】 

  ・その他事業   音楽会や発表会等        ２９事業【３２事業】 

  ・協働事業（渋谷中学校）             １８事業【１４事業】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・社会教育指導員報酬         ３，０６０千円 

 ・講師謝礼ほか            ２，３５２千円 

  ・全国公民館総合補償制度保険料 ほか １，３１１千円 

(2) 市民大学事業（再掲） 

  ・人間を知るコースとして「方丈記に学ぶ乱世の生き方」（４回）を、現代を知るコ 

ースとして、「セカンドライフの心・技・体」（７回）、「遠くの宇宙と近くの宇宙 ～

宇宙論から宇宙開発まで～」（５回）を実施しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・講師謝礼 ４８０千円 

・その他    ９千円 

(3) 出前講座「どこでも講座」事業（再掲） 

  ・講習可能な内容をメニュー化し、１０名以上の市民により構成された団体の求め

に応じて職員を派遣しました。 

(４) 読書活動推進事業（再掲） 

   ・各種おはなし会・文学講座などを実施しました。 
  （実績） おはなし会  ６２回実施・１，６７４名参加 

       読書講演会  全３回実施・延べ９０名参加 

大項目 １ 一人ひとりへの働きかけ 

中項目 (２) 学習機会の提供 
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       児童文学講座  全２階実施・延べ３８名参加 

       一日図書館員  ３回実施・４２名参加 

       大和市子ども読書活動推進会議の設置 

       大和市子ども読書活動推進実施計画の策定・実施 

 ＜決算額の内訳＞ 
  ・講師謝礼           １５０千円（３０千円×５回） 
  ・保育謝礼             ２千円（ １千円×２回） 
  ・その他（クリーニング等）     ９千円  

 
 
 
 

・達成度 
① 特に方針の推進になった点  
市民大学等様々な講座を開催し、現代的課題や社会情勢などをテーマに取り上

げ、学習センターの開催講座数が予定の１２０講座に対して１４４講座開催する

など、達成度は非常に高くなっています。  
   ② 未達成の点  
     全ての事業で予定数を上回り、未達成の点はありません。 
 ・課 題 
    現代社会の変化はめまぐるしい状況にあるため、常に市民ニーズを把握し、現代

的課題や人間とは何かというような不易的な課題など、様々な面からのテーマを取

り上げ、講座等を開催していきます。 
また、今後は、市民が中心になって講座を企画・運営することが望まれるため、

ニーズの把握とともに、市民と行政の役割についても考えていきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・全庁的な連携と協力体制を強固なものにし、体系化された学習機会の 

提供と、市民ニーズに合致した新しい事業の創出に務めます。 

 

小項目３ 生涯にわたるスポーツと健康維持・増進のための 

学習機会の提供 

 

 ＜方針＞ 

・地域住民の主体的なスポーツ活動を支援し、定期的・継続的なスポーツ活 

 動の充実を図ります。 

・生涯スポーツ事業を年代別・難易度別に体系化した行事や教室等の提供に 

 努めます。 

・スポーツ水準の向上を図るための事業を提供していきます。 

・心身の健康管理や病気予防等の知識が身につく講座を開催するなど、健康 

 を維持するための学習機会を提供していきます。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) スポーツ大会開催事業                

  ・各種スポーツ大会の開催を支援しました。  

＜開催実績(参加チーム・人数等)＞  

   ・大和市民総合スポーツ選手権大会（平成 19年 4月 1日～平成 20年 2月 16 日）                       

６，８２４人【６，８１２人】 

   ・大和市駅伝競走大会（平成 20年 1 月 13 日） １０３チーム【 ８９チーム】 

   ・スポーツフェスタ （平成 19年 6月 3 日）来場者９５４人【 ８２０人】 

    ・大和市民ゴルフ大会（２回  8 月・3月） 参加者２８９人【 ３２７人】 

・大和市民まつりスポーツイベント（5月 12～13 日） 

                    参加者２，０００人【  ９８０人】 

＜決算額の内訳＞   

   ・大和市民総合スポーツ選手権大会委託 ２，９００千円 

   ・大和市駅伝競走大会委託           ８９７千円 

   ・スポーツフェスタ委託          ４００千円  

・その他 ６千円 

(2) スポーツ大会選手派遣事業 

 ・各種スポーツ大会に選手を派遣しました。 
県総合体育大会・夏季・秋季・冬季、８市親善野球大会・６月１０・１７日 
８市２郡親善陸上競技・７月８日、かながわ駅伝・２月１０日 

＜決算額の内訳＞ 
・神奈川県総合体育大会  １,９５０千円 

大項目 １ 一人ひとりへの働きかけ 

中項目 (２) 学習機会の提供 
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・かながわ駅伝競争大会    １７９千円 
・８市２郡陸上競技大会     ７１千円 
・８市親善野球大会       ６０千円  

(3) スポーツ教室開催事業 

・スポーツ教室の開催を（財）大和市スポーツ・よか・みどり財団に委託しま    

 した。 

＜事業内容＞ 

 ・開催教室：７種目１０教室【５種目８教室】 

   トランポリン教室    ２回  フットサル教室       １回 

   障害者卓球教室     １回  ソフトバレーボール教室   ２回  

   健康体操教室      １回  市民体力つくり歩け歩け運動 １回 

   夏休み少年サッカー教室 ２回 

 ・参加人数：２８６人【２０４人】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・スポーツ教室委託  ４，１６３千円 

(４) スポーツ活動表彰・奨励事業 

・全国大会及び国際大会に出場する者に奨励金を支給しました。また、県大会以上

の大会での上位入賞者を表彰しました。 
＜決算額の内訳＞ 
 ・報償費 ２７８千円 

(５) 学校施設スポーツ開放事業 

・スポーツ及びレクリエーション活動の場として市内小中学校の校庭・体育館・武

道場・プールを開放しました。  
 ・校庭開放  利用件数   ３,７０８件３,６０３件】 

 利用人数 ２０９,７６４人【２００,０９０人】 
 ・体育館開放 利用件数  １０,８９３件【 １１,０３４件】 
              利用人数  ２２９,２９１人【２３３,７０７人】    
 ・プール開放 開放校       １８校【     １８校】 
             利用人数    １１,５９５人【  ９,０７８人】 
          開放期間 ７月２２日～８月１９日 
＜決算額の内訳＞ 
 ・学校開放事業管理運営業務委託  １３，３５９千円 
  ・学校プール開放管理業務委託    ９，３４５千円 
 ・施設開放賠償責任保険等      ３，３０５千円 

(６) スポーツ指導者育成事業（再掲） 

・大和市体育指導員連絡協議会に対して補助金を交付します。 
・他市交流研修会を実施しました。(伊勢原市・寒川町・大和市６４名参加） 
・神奈川県体育指導委員連合会研修会へ派遣しました。（３回 延べ６９名参加） 
・関東体育指導委員研究大会へ派遣しました。（山梨県 １４名参加） 
・全国体育指導研究協議会へ派遣しました。（新潟県 １４名参加） 
＜決算額の内訳＞ 
・非常勤特別職員報酬   ６，１７３千円 
・その他           ６４７千円  

(７) 読書活動推進事業（再掲） 

   ・各種おはなし会・文学講座などを実施しました。 
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  （実績） おはなし会  ６２回実施・１，６７４名参加 

       読書講演会  全３回実施・延べ９０名参加 

       児童文学講座  全２回実施・延べ３８名参加 

       一日図書館員  ３回実施・４２名参加 

       大和市子ども読書活動推進会議の設置 

       大和市子ども読書活動推進実施計画の策定・実施 

 ＜決算額の内訳＞ 
  ・講師謝礼           １５０千円（３０千円×５回） 
  ・保育謝礼             ２千円（ １千円×２回） 
   ・その他（クリーニング等）     ９千円  

 
 
 
 

・達成度 
① 特に方針の推進になった点  
市民のスポーツの振興を図るスポーツ大会やスポーツ教室などを予定どおり

開催することができました。また、学校施設のスポーツ開放においても、登録団

体が予定数５００に対して５１２団体と予定数を超えていることから、達成度は

高くなっています。  
② 未達成の点 
 スポーツ大会等の奨励金の申請については、前年度が多かったため、予定数

を増やしましたが、平成１９年度は平年並みでした。 
 ・課 題 

スポーツ大会や教室などは参加者も多く、学習機会の提供はできていると思いま

すが、さらに、事業終了後のアンケート等で参加者の意見を聴き、大会や教室の質

の向上に努めます。 
多くの市民がスポーツに興味を持ち、スポーツを行うことにより、健康の増進に

も繋がることから、今後も、幅広い年齢層の市民が参加しやすい大会・教室等を実

施していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・全庁的な連携と協力体制を強固なものにし、体系化された学習機会の 

提供と、市民ニーズに合致した新しい事業の創出に務めます。 

 

小項目４ 芸術・文化に関する学習機会の提供 

 

 ＜方針＞ 

・芸術・文化活動への市民の関わりを深め、広げていきます。 

・地域文化創造の基盤となる文化遺産の継承と周知を図っていきます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) 文化芸術振興事業                

  ・次のとおり事業を開催しました。 
   ・軽音楽コンサート   平成１９年 ６月２９日 
   ・やまと寄席      平成１９年 ９月１４日 
   ・コミュニティ音楽館  平成１９年 ９月２９日～平成２０年 ２月２３日  
   ・第３回大和文芸映画祭 平成１９年１０月２７日 
   ・文化祭        平成１９年１０月２７日～平成１９年１１月 ３日 
   ・さくら文芸祭     平成２０年 ３月 ７日～平成２０年 ３月１２日 

＜決算額の内訳＞ 
    ・学習センターホール事業  １４，４９１千円 
    ・文化祭・さくら文芸祭    １，４０６千円 
    ・コミュニティ音楽館       １２０千円 
    ・その他              ６３千円 
(2) 文化団体支援事業 

 ・補助金の交付及び活動を支援しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・市文化連盟補助金・市合唱連盟補助金   ６７０千円 

(3) 文化振興基金管理事務 

  ・基金の管理を行いました。 

＜決算額の内訳＞ 

・利子   ７６５千円 

(４) 音楽・演劇フェスティバル開催事業 

  ・音楽フェスティバルは、吹奏楽の部と合唱の部ごとに独立したイベントとして、そ

れぞれ参加団体による実行委員会に委託して実施しました。演劇フェスティバルは、

幼年期から少年期までの情操教育の意義も兼ねた「子ども演劇フェスティバル」と

して、参加団体による実行委員会に委託し実施しました。 
・子ども演劇フェスティバルの開催：１回 

大項目 １ 一人ひとりへの働きかけ 

中項目 (２) 学習機会の提供 
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・音楽フェスティバルの開催   ：２回 
＜決算額の内訳＞ 
・子ども演劇フェスティバル委託料 ５０千円 
・音楽フェスティバル委託料   ２６０千円 

(５) 生涯学習センター地域文化振興事業 

  ・参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事

業の準備・運営に携わり、１０月１３日(土)・１４日(日)の２日間、生涯学習センタ
ーを会場に、サークル等の合同発表会（展示・発表・実演・上映会）として「生涯

学習センターまつり」を開催しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(６) 林間学習センター地域文化振興事業 

 ・参加団体で組織した実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に準備・ 

運営に携わる事業として、林間学習センターで体験学習を中心とした「夏休みちび 

っこパラダイス」を７月 26日（木）から 28日（土）までの３日間、利用サークル 

の合同発表会「林間学習センターまつり りんぶん祭」を 10月 21 日（土）22日（日） 

の２日間、市内アマチュア劇団の発表会である「りんぶん村の芝居小屋」を 20年 

3 月 16 日（日）に開催しました。 

＜参加者数＞ 

・夏休みちびっこパラダイス……参加11団体、参加者 699 人 

・林間学習センターまつり りんぶん祭……参加 38団体、来館者 1,559 人 

・りんぶん村の芝居小屋……参加６劇団、来場者 113人、出演者 27人 

＜決算額の内訳＞ 

・業務委託料 １８０千円 

 (７) 渋谷学習センター地域文化振興事業 

 ・参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 

   業の準備・運営に携わり、３月２日（日）に、渋谷学習センターで「渋谷素人演芸 

大会」を、10月 20 日(土)に、「渋谷学習センターまつり」を開催しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・業務委託料 １０５千円 

(８) つきみ野学習センター地域文化振興事業 

  ・参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事   

   業の準備・運営に携わり、11月 10日（土）、11日（日）に、つきみ野学習センター 
を会場に、サークル等の合同発表会として「つきみ野学習センターまつり」を開催

しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(９) 桜丘学習センター地域文化振興事業 

  ・参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 
   業の準備・運営に携わり、１１月３日、４日、１０日の３日間、桜丘学習センター 

を会場に、サークル等の合同発表会（展示・発表・催し物など）として「桜丘学習 
センターまつり」を開催しました。 

   ＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(１０) 文化財保護管理事務 
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  ・神奈川県教育委員会との連絡調整、文化財調査車両の維持管理、文化財調査報告書 
   等の販売及び手数料の管理を行いました。 

＜決算額の内訳＞ 
・埋蔵文化財調査用車両車検代      １２５千円 
・埋蔵文化財調査用車両燃料費       １２千円 
・その他（自動車重量税ほか）      １０４千円 

(１１) 埋蔵文化財保護事業 

  ・埋蔵文化財包蔵地等の開発行為を行う個人・事業者の照会を行いました。      

（１，５７１件） 【１，４２７件】 
・埋蔵文化財包蔵地等の開発行為を行う個人・事業者との協議を行いました。 

                      （１３６件）   【１２２件】 
・埋蔵文化財の発掘調査を行いました。  （１３１件）   【１１９件】 

＜決算額の内訳＞ 
・埋蔵文化財発掘調査補助業務委託   ４，２４３千円 
・埋蔵文化財保管遺物整理業務委託     ５００千円 
・その他（賃金ほか）           ８３１千円 

(１２) 民俗文化財保護事業 
  ・民具の収集・調査、実測・整理を行いました。 
   寄贈希望による結婚式道具・書籍・民具等４０点を収集しました。 
   調査カードを作成し、記録保存しました。 
・民間信仰調査を行いました。 

   市内を５地域に分けて、本調査を行いました。 
・「やまと昔語り」刊行に向けての聞き取りを行いました。 

   衣生活をテーマに、衣類の種類などを中心に聞き取り調査を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
・民具資料の整理保存調査補助員賃金   ５３６千円 
・民俗文化財調査委託          ４９２千円 
・その他                 ９５千円 

(１３) 史跡・天然記念物保護事業 
   ・植物標本・昆虫標本の保存管理、市指定天然記念物（樹木）の巡視、樹木診断を 
    行いました。また市指定天然記念物は損害賠償責任保険に加入し、貴重な文化財 
    の全管理に努めました。 

＜決算額の内訳＞ 
・大和市指定天然記念樹木診断委託    ２０８千円 
・その他                 １９千円 

(１４) 文化財普及啓発事業 
   ・文化財愛護講座を開催しました。  （年１回）【年 1回】 
     テーマ「寄木細工の魅力」 

・文化財防火デー事業（年１回）として、消防訓練を実施しました。【年 1回】 
     平成２０年２月２５日 郷土民家園にて実施 

・絵本原画作成の準備を行いました。 
     義経伝説を素材とした絵本の原画を作成しました。 

その他、文化財案内板維持管理、文化財見学者受入、文化財案内事業、所蔵資料貸

出・掲載許可、出前博物館事業、博物館実習生受入を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
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・絵本原画作成委託    ２９９千円 
・文化財説明板補修費    ９９千円 
・その他          ６０千円 

(１５) 指定文化財保護支援事業 

  ・県指定天然記念物「大和のシラカシ林」及び市指定重要文化財へ補助金を交付し 

ました。 

  ・県指定天然記念物「大和のシラカシ林」へ補助金を交付しました。 

    （交付件数  ３件） 【交付件数  ３件】        

・市指定重要文化財へ補助金を交付しました。 

    （交付件数 ２５件） 【交付件数 ２５件】 

＜決算額の内訳＞ 

・県指定文化財大和のシラカシ林保存管理補助金、大和市指定文化財保存修理 

  等補助金ほか     ４８６千円 【４８７】  

(１６) 郷土民家園管理運営事業 

  ・指定管理者による管理運営を行いました。 

    指定管理者（財団法人大和市スポーツ・よか・みどり財団） 

    年間入園総数 ２９，７４３人【年間入園者数  ３２,６６２人】 

＜決算額の内訳＞ 

・郷土民家園指定管理委託   ８，３５７千円 

・その他              ７１千円 

(１７) つる舞の里歴史資料館維持管理事務 

  ・適宜修繕等を行い、施設を良好に維持するため管理に努めました。 

＜決算額の内訳＞ 

・施設管理・保守等委託料          １，９１７千円 

・収蔵品管理・映像展示システム賃貸借料   １，３２３千円  

・施設維持管理用光熱水費          １，２５２千円 

・その他                    ８７７千円  

(１８) つる舞の里歴史資料館運営事業（再掲） 

 ・常設展を開催するほか、企画展を開催しました。 

企画展 開催回数１回【３回】 

    「寄木細工・伝統工芸への道」 

     開催期間：平成１９年１１月２２日～１２月１６日 入場者：７４１人 

また、資料管理、来館者への説明、普及事業などを行い、市民の方々の歴史に 

対する理解を深めました。 

＜決算額の内訳＞ 

・企画展示パネル等作成委託料 １，４１７千円 

・収蔵資料密閉燻蒸委託料 ４３９千円 

・その他（消耗品ほか） １，０８１千円     

(１９) 有形文化財保護事業 
   ・歴史資料調査を継続して実施しました。 
      保田家資料の調査 

・市内古民家等の情報収集を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
・歴史資料調査委託   ３５５千円 
・その他         ２４千円 
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(２０) 無形文化財保護事業 
   ・市内に残る念仏講や題目講を撮影し、記録保存を図りました。 

・文化財映像記録製作を行いました。 
・市内に残る題目講（２ヶ所）、念仏講（１ヶ所）について、記録撮影を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
・文化財映像記録製作業務委託   ８４０千円 
・その他              ４７千円 

(２１) 文化財保管施設維持管理事業 
    ・文化財保管施設の維持管理を行いました。 

＜決算額の内訳＞ 
・施設維持管理用光熱水費   ３９５千円 
・施設管理・保守等委託料   ３３３千円 
・その他           ２９８千円 

(２２) 下鶴間ふるさと館維持管理事業 
   指定管理者による管理・運営を行いました。 
   ・入館者数  ６，８８３人 【１１，０２９人】  

＜決算額の内訳＞ 
    ・下鶴間ふるさと館指定管理委託  １１，８７１千円 
    ・施設案内リーフレット印刷         ９４千円 
    ・その他                  ６９千円 
(２３) 郷土民家園施設整備事業 

  ・市指定重要文化財「旧北島家住宅」（郷土民家園内）の傷んでいる屋根の葺き替え等 
工事を行いました。 

・傷んでいる屋根材（茅）のみを新しい茅と差し替える、差し茅工法を用いて修繕を 
行いました。  
＜決算額の内訳＞ 

    ・旧北島家屋根葺き替え等工事          １３，５７７千円 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

市文化祭の開催や各学習センター事業などにおいて、身近に芸術文化に親しん

でもらい、質の高い芸術作品や芸能を提供するために、文化団体の支援や会館事

業を実施しました。 
また、文化財の保護や理解を深めるための講座等を実施し、文化遺産の継承と周

知を図ることができました。 
  ② 未達成の点  

生涯学習センター、桜丘学習センター、渋谷学習センターでは、施設修繕や活

動団体の高齢化等により、地域文化振興事業の参加団体が予定数を下回っており   
地域文化を自らの手で振興していくために、センター利用団体への更なる働き

かけが必要です。 
 ・課 題 
    現在は、グローバル化と同時に、ローカルなものの大切さが再認識される時代と

なっています。そのためにも身近な所で文化芸術に触れることができるような体制

づくりが求められています。 
    特に、子ども達が、文化財を見る機会が少ないと思われるので、展示方法などを

見直し、文化芸術に親しめるような工夫が大切です。 
   したがって、文化財については、保存だけでなく、常設の展示場の確保や、専門的

説明書の平易化などを図り、子どもをはじめとした市民に親しんで、理解してもら

えるような方法を検討していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・一人ひとりが学習を深め、自らを高めることができるよう、学習成果の 

社会還元の機会として、ボランティア活動を普及し活性化していきます。 

 

小項目１ ボランティア登録窓口の一元化と認知度の向上・普及 

 

 ＜方針＞ 

・市民活動センター、社会福祉協議会やまとボランティアセンターなど、 

 ボランティア窓口機関や関係課が一体となって、一人ひとりの市民の視点 

 に立ったわかりやすく信頼感の持てる総合的なボランティア窓口を設置 

します。 

・ボランティア窓口の機能・人員・業務内容を充実させ、窓口やボランティ 

ア活動の存在について一般への認知度を向上させ、普及･浸透させていき 

ます。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) 生涯学習情報提供・学習相談事業（再掲）     

 ・庁内や関係機関などから収集した生涯学習関連情報を、インターネットや情報誌 
など様々な媒体を使って市民に提供しました。 
 ＜学習情報の提供実績＞ 

  ・サークル・団体情報       ３，５０１件【３，２２２件】 
  ・事業・講座情報         ３，５４０件【２，０２６件】 
  ・資格・試験情報            ６１件【   ２７件】 
  ・ボランティア講師制度情報      ４４１件【  １５０件】 
  ・市民端末利用者数      １７，８２０人【２６，１２３人】 
    （生涯学習センター・渋谷中学校開放窓口） 
  ・その他             ８，３３２件【５，８８４件】 
＜決算額の内訳＞ 

   ・社会教育指導員報酬  ３，２４０千円 
   ・その他          ３２１千円 

     
     

 
 
 
 
 
 
 

大項目 １ 一人ひとりへの働きかけ 

中項目 (３) ボランティア機会の提供 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

生涯学習に関わるボランティアの登録については、生涯学習センターで随時受

け付けしており、授業、部活、PTA 活動、課外活動などをサポートしていただい
ていますが、現在登録者も２００名となっていることから、ボランティア活動の

存在は、認知されていると考えます。 
また、ボランティア講師制度の情報提供についても、予定数１５０件の３倍の

４４１件あり、大いに活用されています。 
  ② 未達成の点  
    未達成の点はありません。 
 ・課 題 
    ボランティア講師を活用していくうえでは、生涯学習と学校教育の連携が必要で

あり、そのためには、ボランティアとの情報交換の場を設けることが必要です。 
    今後も、ボランティア活動の存在や制度を引き続き周知するとともに、人材の確

保に努めます。 
 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・一人ひとりが学習を深め、自らを高めることができるよう、学習成果の 

社会還元の機会として、ボランティア活動を普及し活性化していきます。 

 

小項目２ ボランティア活動の拡大に向けた循環の構築 

 

 ＜方針＞ 

・ボランティア登録等の総合窓口を中心に、紹介・実践を持続的に行い、 

 ボランティア市民層の発掘・拡大、研修（受け入れ先機関等との連携企画） 

 、評価（顕彰促進、成果の社会へのPRなど）を行い、活動がより多くの 

市民の目に触れ、より多くの市民の充実した参加が得られるようにします。 

・より多くのボランティア活動メニューを提示し、市民一人ひとりのニーズ 

 に応えられるよう、庁内各課・施設・関係機関・団体等へのボランティア 

の受入について働きかけ、新たなボランティア活動を創出していきます。 

・学習センターを中心に、地区に根ざした活動についてボランティア市民層 

 の発掘、身近で気軽な実践機会の提供、ステップアップに向けた情報提供 

 を行います。 

 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) 生涯学習情報提供・学習相談事業（再掲）    

 ・庁内や関係機関などから収集した生涯学習関連情報を、インターネットや情報誌 
など様々な媒体を使って市民に提供しました。 
 ＜学習情報の提供実績＞ 

  ・サークル・団体情報       ３，５０１件【３，２２２件】 
  ・事業・講座情報         ３，５４０件【２，０２６件】 
  ・資格・試験情報            ６１件【   ２７件】 
  ・ボランティア講師制度情報      ４４１件【  １５０件】 
  ・市民端末利用者数      １７，８２０人【２６，１２３人】 
    （生涯学習センター・渋谷中学校開放窓口） 
  ・その他             ８，３３２件【５，８８４件】 
＜決算額の内訳＞ 

   ・社会教育指導員報酬  ３，２４０千円 
   ・その他          ３２１千円 

 
 
 
 

大項目 １ 一人ひとりへの働きかけ 

中項目 (３) ボランティア機会の提供 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点  

登録されたボランティアの活動の場の拡大を図るため、ボランティア活動メニ

ューを提示するとともに、関係機関と情報交換等を行っています。生涯学習セン

ターでは、「やまと生涯学習ボランティア講師の会」が自主的に活動しており、制

度の情報提供も頻繁に行ったことから、達成度は高いものと考えます。 
  ② 未達成の点  
   未達成の点はありません。 

 ・課 題 
    ボランティア活動の拡大では、情報を積極的に PR し、ボランティア市民層の発

掘・拡大を行い、より多くの市民が参加できるように努めていきます。 
また、民間カルチャーとの協力や棲み分けについては、今後の課題です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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      中項目 (1)全市的･広域的なテーマ別活動の支援 
  ＜目標＞ 

・各課等で実施しているグループ活動支援に関わる既存事業を整理して 

「生涯学習・人材育成と地域活動・市民活動の循環」の視点から支援の 

あり方を見直します。 

・庁内での役割分担や整合性を図り、テーマ別グループ活動への支援を 

 体系化・システム化そます。 

 

小項目１ 情報収集・蓄積提供 

 

 ＜方針＞ 

・全市的・広域的なテーマ別活動の情報収集・蓄積・提供を行う市民活動 

センターへ庁内各課等が情報を提供するなど、積極的な連携・協力を図り 

ます。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(１) 生涯学習情報提供・学習相談事業（再掲）          
 ・庁内や関係機関などから収集した生涯学習関連情報を、インターネットや情報誌 
など様々な媒体を使って市民に提供しました。 
 ＜学習情報の提供実績＞ 

  ・サークル・団体情報       ３，５０１件【３，２２２件】 
  ・事業・講座情報         ３，５４０件【２，０２６件】 
  ・資格・試験情報            ６１件【   ２７件】 
  ・ボランティア講師制度情報      ４４１件【  １５０件】 
  ・市民端末利用者数      １７，８２０人【２６，１２３人】 
    （生涯学習センター・渋谷中学校開放窓口） 
  ・その他             ８，３３２件【５，８８４件】 
＜決算額の内訳＞ 

   ・社会教育指導員報酬  ３，２４０千円 
   ・その他          ３２１千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大項目 ２ グループ活動への支援 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

様々な活動を行っているグループへの支援として、市民活動センターへの情報

提供を行うとともに、生涯学習情報誌「生涯学習がいどぶっく」を市内の２２３

箇所の閲覧施設窓口で配布するなど、情報提供等に関しては概ね達成できていま

す。 
  ② 未達成の点  
    未達成の点はありません。 
 ・課 題 

生涯学習に関する情報の提供について、市民活動センターとさらに連携・協力し

ていきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

教育委員会の自己点検・評価 
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      中項目 (１)全市的・広域的なテーマ別活動の支援 
  ＜目標＞ 

・各課等で実施しているグループ活動支援に関わる既存事業を整理して 

「生涯学習・人材育成と地域活動・市民活動の循環」の視点から支援の 

あり方を見直します。 

・庁内での役割分担や整合性を図り、テーマ別グループ活動への支援を 

 体系化・システム化します。 

 

小項目２ 初動期・発展期等のグループ活動への支援 

小項目３ 持続的な支援 

  
＜方針＞ 

・市民活動推進事業の中で、テーマ別の初動期・発展期のグループ活動への 

支援を行います。 

・学習センターの学習交流支援システム（市民が企画する講座など、広く 

 一般へ働きかける事業への支援システム）の普及・活動促進を図ります。 

・重要度の高い分野については、下記④、⑤の項目も目指しつつ、庁内各課 

 機関等が直接または間接的に持続的なグループ活動支援を行っていきます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞       ※【】内前年度 

(１) 生涯学習振興基金管理事務            

  積立金の管理を行いました。 
・寄附件数 ２件 【０件】 
＜決算の内訳＞ 
・寄附金 ２７０千円 
・利子  １００千円 

(２) 社会教育啓発事業（再掲） 
  家庭教育関係冊子の配布や人権啓発のためのビデオフィルムの貸出を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
・人権・同和教育啓発用ビデオ    ７６千円 
・その他（参考図書等）       ６７千円 

(３) 文化芸術振興事業（再掲） 
  次のとおり事業を開催しました。 
   ・軽音楽コンサート  平成１９年 ６月２９日 
 ・やまと寄席     平成１９年 ９月１４日 

   ・コミュニティ音楽館 平成１９年 ９月２９日～平成２０年 ２月２３日  
 ・第３回大和文芸映画祭 平成１９年１０月２７日 
 ・文化祭       平成１９年１０月２７日～平成１９年１１月 ３日 

大項目 ２ グループ活動への支援 
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 ・さくら文芸祭    平成２０年 ３月 ７日～平成２０年 ３月１２日 
＜決算額の内訳＞ 
 ・学習センターホール事業  １４，４９１千円 

    ・文化祭・さくら文芸祭    １，４０６千円 
    ・コミュニティ音楽館       １２０千円 

     ・その他              ６３千円 
(４) 生涯学習振興基金活用支援事業 
  大和地区日本中国友好協会による創立１５周年記念事業「東京中国歌舞団大和公演」

に対し、生涯学習振興補助金を交付しました。  
＜事業内容＞ 

  ・事業実施日   平成１９年１１月１８日 
    ・公演内容    東京中国歌舞団大和公演 vol.６新シルクロードの音楽の旅 
  ・会  場    大和市保健福祉センターホール 

    ・入場者数    約４００人 
＜基金残高＞  平成１８年度末現在高  ２３，０３０，０８７円  

           平成１９年度中増減     △２３０，５１５円 
           平成１９年度末現在高  ２２，７９９，５７２円 

＜決算額の内訳＞ 
    ・生涯学習振興補助金    ６００千円 
(５) PTA連絡協議会支援事業 
  PTA活動の支援及び補助金を交付しました。 

＜決算額の内訳＞ 
・市 PTA連絡協議会補助金  １６８千円 
・その他            ３０千円 

(６) 文化団体支援事業（再掲） 

  補助金の交付及び活動を支援しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・市文化連盟補助金・市合唱連盟補助金   ６７０千円 

(７) スポーツ関係団体支援事業 
  次の団体に対して補助金を交付しました。 

＜決算額の内訳＞ 
    ・地区体育振興会（１１地区）補助金   ２,４２０千円 
    ・体育協会               １,６００千円 
    ・スポーツ少年団                ７６千円 

 ・レクリエーション協会            ３０千円 
     ・軽スポーツ協会               １５千円 
(８) 音楽・演劇フェスティバル開催事業（再掲） 

   音楽フェスティバルは、吹奏楽の部と合唱の部ごとに独立したイベントとして、そ

れぞれ参加団体による実行委員会に委託して実施しました。演劇フェスティバルは、

幼年期から少年期までの情操教育の意義も兼ねた「子ども演劇フェスティバル」と

して、参加団体による実行委員会に委託し実施しました。 
・子ども演劇フェスティバルの開催：１回 
・音楽フェスティバルの開催   ：２回 

＜決算額の内訳＞ 
・子ども演劇フェスティバル委託料 ５０千円 
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・音楽フェスティバル委託料   ２６０千円 
(９) 生涯学習センター地域文化振興事業（再掲） 

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事

業の準備・運営に携わり、１０月１３日(土)・１４日(日)の２日間、生涯学習センタ
ーを会場に、サークル等の合同発表会（展示・発表・実演・上映会）として「生涯

学習センターまつり」を開催しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(１０) 林間学習センター地域文化振興事業（再掲） 
  参加団体で組織した実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に準備・ 

運営に携わる事業として、林間学習センターで体験学習を中心とした「夏休みちび 

っこパラダイス」を７月 26日（木）から 28日（土）までの３日間、利用サークル 

の合同発表会「林間学習センターまつり りんぶん祭」を 10月 21 日（土）22日（日） 

の２日間、市内アマチュア劇団の発表会である「りんぶん村の芝居小屋」を 20年 3 

月 16 日（日）に開催しました。 

＜参加者数＞ 

・夏休みちびっこパラダイス……参加11団体、参加者 699 人 

・林間学習センターまつり りんぶん祭……参加 38団体、来館者 1,559 人 

・りんぶん村の芝居小屋……参加６劇団、来場者 113人、出演者 27人 

＜決算額の内訳＞ 

・業務委託料 １８０千円 

(１１) 渋谷学習センター地域文化振興事業（再掲） 

  参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 

  業の準備・運営に携わり、３月２日（日）に、渋谷学習センターで「渋谷素人演芸 

大会」を、10月 20 日(土)に、「渋谷学習センターまつり」を開催しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・業務委託料 １０５千円 

(１２) つきみ野学習センター地域文化振興事業（再掲） 

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 
   業の準備・運営に携わり、11月 10日（土）、11日（日）に、つきみ野学習センター 

を会場に、サークル等の合同発表会として「つきみ野学習センターまつり」を開催 
しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(１３) 桜丘学習センター地域文化振興事業（再掲） 

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 
   業の準備・運営に携わり、１１月３日、４日、１０日の３日間、桜丘学習センター 

を会場に、サークル等の合同発表会（展示・発表・催し物など）として「桜丘学習 
センターまつり」を開催しました。 

   ＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(１４) やまと成人式開催事業 

  新成人等で組織する実行委員会に２００８やまと成人式の企画・運営・実施を委託

しました。 
＜概要＞   
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    ・日程：平成２０年１月１４日 
    ・場所：大和スポーツセンター 

 ・案内状・チケット等の印刷物のデザイン 
    ・式典及び司会進行 
    ・アトラクション 

 ・託児室の設置等 
＜参加者＞    １，５０１名（７１.９％）【１，４９３名（７１．４％）】 
＜決算額の内訳＞ 

    ・委託費 ６，０００千円 
(１５) 青少年指導者育成支援事業（再掲） 

  青少年健全育成団体への支援、青少年センターまつりの開催、青少年指導者養成事

業を実施しました。 
＜決算額の内訳＞ 

   ・青少年指導員連絡協議会補助金：  ８８３千円 
   ・子ども会連絡協議会補助金  ：  ８００千円 
   ・母親クラブ連絡協議会    ：  ２４８千円 
   ・青少年指導員報酬      ：４，１８７千円 
   ・その他           ：  ５２１千円 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点  

初動期、発展期のグループ活動については、学習交流支援システムを利用した

支援などを通し、継続的に行っていくことが必要ですが、学習センター各館の事

業への参加数の減などにより、達成度は中程度となっています。  
  ② 未達成の点  

各学習センターの地域文化振興事業における参加団体数は、団体会員に高齢化

や修繕工事等の影響もあり、予定数を下回っています。 
 ・課 題 

団体数が増えないのは、団体構成員の高齢化や会員の固定化などが原因と考えら

れますが、これからの生涯学習を推進していくためには、どのような事業が成長し、

どのような事業が求められるのかを見極めていくことが課題です。 
今後は、グループ活動に対する支援や地域学習交流支援システムを運用すること

により、地域文化を市民自らの手で振興していこうという意識をさらに高めること

ができるよう、継続的に働きかけていきます。 
   

 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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      中項目 (１)全市的・広域的なテーマ別活動の支援 
  ＜目標＞ 

・各課等で実施しているグループ活動支援に関わる既存事業を整理して 

「生涯学習・人材育成と地域活動・市民活動の循環」の視点から支援の 

あり方を見直します。 

・庁内での役割分担や整合性を図り、テーマ別グループ活動への支援を 

 体系化・システム化します。 

 

小項目４ 担い手の発掘・育成・主体創出 

 

 ＜方針＞ 

・庁内各課・機関等は、重要度の高い分野で協働可能な領域について、必要 

 な事業・活動の理解者・協力者となる市民を発掘・育成し、組織化を支援 

するなどして、その事業・活動を担う主体を創出していきます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業 ＞ 
(１) 市立小中学校特別教室の開放事業 
 ・生涯学習の活動の場として、市内の小中学校の特別教室を開放しました。 
 ＜特別教室の開放の実績＞ 

  ・引地台中学校特別教室利用者の状況 
    利用回数    ８５回  利用者数    ８７１人 
  ・中央林間小学校特別教室利用者の状況 
    利用回数    ４０回  利用者数    ４８８人 
  ・渋谷小学校特別教室利用者の状況 
    利用回数   １８９回  利用者数  ２，６６２人 
  ・渋谷中学校特別教室利用者の状況 
    特別教室・１階総合学習スペース（愛称；下和田の郷）開放は「渋谷 
 中学校学校開放管理運営委員会」、市民団体「渋谷きんりん未来の会」、 

   及び大和市との三者の協働事業として行いました。 
    利用回数 １，１９５回  利用者数 ２２，３３７人 

<決算額の内訳> 
   ・負担金        ６，８５９千円 
   ・委託料          ８６４千円 
(２) 青少年健全育成都市宣言推進事業  
  青少年の育成活動について幅広く市民に啓発を図り、市民総ぐるみの運動として青

少年育成大会を開催しました。 
＜青少年健全育成大会の主な内容＞ 
・表彰式 被表彰者１７人 ２団体 
・作文発表 応募の内訳 小学校２０校、中学校９校、高校 1校１，４４５人 

大項目 ２ グループ活動への支援 
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      作文集掲載者３０人  作文朗読者３人（小・中・高 各１人） 
・活動発表 県立大和高校軽音楽部演奏、リトルスターズ バトントワーリング 
<決算額の内訳> 
・表彰記念品・謝礼      ２１９千円 
・その他           ２８５千円 

 
 
 
 
 

・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

生涯学習で実施する様々な事業は市単独で実施、市民と協働で実施、市民が主

体的に実施するなど手法は違いますが、事業を実施する担い手は、重要な役割と

なります。「渋谷きんりん未来の会」では、渋谷中学校開放管理運営委員会と協働

で学校開放を行っており、事業の理解・協力者として、教室事業数が予定の１２

０であったものが、１４６の実績となるなど大きな成果をあげています。 
  ② 未達成の点  
    未達成の点はありません。 
 ・課 題 

生涯学習を推進するためには、事業実施の担い手の育成が必要であり、そのため

に各々のグループ等の特徴を把握し、事業への参加者増につながる支援を行ってい

きます。 
また、今後も、生涯学習や地域活動、市民活動に関わる団体や機関との連携を強

化し、行政、市民が一体となった取り組みを進めていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務局の点検・評価 教育委員会の自己点検・評価 
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      中項目 (１)全市的・広域的なテーマ別活動の支援 
  ＜目標＞ 

・各課等で実施しているグループ活動支援に関わる既存事業を整理して 

「生涯学習・人材育成と地域活動・市民活動の循環」の視点から支援の 

あり方を見直します。 

・庁内での役割分担や整合性を図り、テーマ別グループ活動への支援を 

 体系化・システム化します。 

 

小項目５ 一般化・汎用化と地区単位活動への普及推進 

 

 ＜方針＞ 

・庁内各課・機関等は、全市的・広域的なテーマ別活動やパイロット的活動 

  が一定の成果をあげた場合の次のステップとして、その活動をより一般化 

・汎用化して、市民自治区等へその使命を委ねるなど、地区単位活動へ普及・

浸透させていきます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業 ＞     ※【】内前年度 
(１) 生涯学習情報提供・学習相談事業（再掲）           
 ・庁内や関係機関などから収集した生涯学習関連情報を、インターネットや情報誌 
など様々な媒体を使って市民に提供しました。 
 ＜学習情報の提供実績＞ 

  ・サークル・団体情報       ３，５０１件【３，２２２件】 
  ・事業・講座情報         ３，５４０件【２，０２６件】 
  ・資格・試験情報            ６１件【   ２７件】 
  ・ボランティア講師制度情報      ４４１件【  １５０件】 
  ・市民端末利用者数      １７，８２０人【２６，１２３人】 
    （生涯学習センター・渋谷中学校開放窓口） 
  ・その他             ８，３３２件【５，８８４件】 
＜決算額の内訳＞ 

   ・社会教育指導員報酬  ３，２４０千円 
   ・その他          ３２１千円 

 
 
 
 
 
 
 
 

大項目 ２ グループ活動への支援 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点  
 全市または広域的に行われたテーマ別の活動や、先駆的な取り組みが一定の成

果を上げた場合には、次の段階として、その活動を 市内の各地区活動へと普及

させていくことが大切です。 
活動の活性化の一翼を担うボランティア活動が積極的に行われていることから

ほぼ達成されているものと考えます。  
  ② 未達成の点  
    未達成の点はありません。 
 ・課 題 

地域において、市民が新たな取り組みをすることができるようアドバイスできる

仕組みづくりを目指します。 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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      中項目 (２)地区単位活動への支援 
  ＜目標＞ 

・広域的・全市的なテーマ別グループ活動への支援とは異なり、テーマ別 

 活動の所管課等の持つ資源を効果的に引き出すなど、より地区の実情に 

配慮した対応を行うため、連携・協力などのコーディネート機能に重点 

を置いた支援を目指します。 

 

小項目１ 情報収集・蓄積・提供 

 

 ＜方針＞ 

・現在、情報コーナー管理や学習相談など主に社会教育主事・社会教育指導 

 員が実施している各学習センターの機能・体制を強化し、より積極的に身 

 近な地区単位活動の情報収集・蓄積・提供を行います。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(１) 生涯学習センター地域文化振興事業（再掲）        

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事

業の準備・運営に携わり、１０月１３日(土)・１４日(日)の２日間、生涯学習センタ
ーを会場に、サークル等の合同発表会（展示・発表・実演・上映会）として「生涯

学習センターまつり」を開催しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(２) 林間センター地域文化振興事業（再掲） 
  参加団体で組織した実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に準備・ 

運営に携わる事業として、林間学習センターで体験学習を中心とした「夏休みちび 

っこパラダイス」を７月 26日（木）から 28日（土）までの３日間、利用サークル 

の合同発表会「林間学習センターまつり りんぶん祭」を 10月 21 日（土）22日（日） 

の２日間、市内アマチュア劇団の発表会である「りんぶん村の芝居小屋」を 20年 3 

月 16 日（日）に開催しました。 

＜参加者数＞ 

・夏休みちびっこパラダイス……参加11団体、参加者 699 人 

・林間学習センターまつり りんぶん祭……参加 38団体、来館者 1,559 人 

・りんぶん村の芝居小屋……参加６劇団、来場者 113人、出演者 27人 

＜決算額の内訳＞ 

・業務委託料 １８０千円 

(３) 渋谷学習センター地域文化振興事業（再掲） 

  参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 

  業の準備・運営に携わり、３月２日（日）に、渋谷学習センターで「渋谷素人演芸 

大会」を、10月 20 日(土)に、「渋谷学習センターまつり」を開催しました。 

＜決算額の内訳＞ 

大項目 ２ グループ活動への支援 
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・業務委託料 １０５千円 

(４) つきみ野学習センター地域文化振興事業（再掲） 

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 
   業の準備・運営に携わり、11月 10日（土）、11日（日）に、つきみ野学習センター 

を会場に、サークル等の合同発表会として「つきみ野学習センターまつり」を開催 
しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(５) 桜丘学習センター地域文化振興事業（再掲） 

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 
   業の準備・運営に携わり、１１月３日、４日、１０日の３日間、桜丘学習センター 

を会場に、サークル等の合同発表会（展示・発表・催し物など）として「桜丘学習 
センターまつり」を開催しました。 

   ＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(６) 生涯学習情報提供・学習相談事業（再掲）   

庁内や関係機関などから収集した生涯学習関連情報を、インターネットや情報誌な

ど様々な媒体を使って市民に提供しました。       

 ＜学習情報の提供実績＞ 
  ・サークル・団体情報       ３，５０１件【３，２２２件】 
  ・事業・講座情報         ３，５４０件【２，０２６件】 
  ・資格・試験情報            ６１件【   ２７件】 
  ・ボランティア講師制度情報      ４４１件【  １５０件】 
  ・市民端末利用者数      １７，８２０人【２６，１２３人】 
    （生涯学習センター・渋谷中学校開放窓口） 
  ・その他             ８，３３２件【５，８８４件】 
＜決算額の内訳＞ 

   ・社会教育指導員報酬  ３，２４０千円 
   ・その他          ３２１千円 
(７) 社会教育関係団体登録・育成事業（再掲） 
社会教育関係団体登録の継続認定のための届出書を提出する際に、望まれる団体活

動についての助言を行いました。新規認定の際は、社会教育関係団体に求められる

使命を十分説明し、その適格性を確認するために当面の活動状況を確認した後に認

定しました。また、利用登録団体及びサークル等からの様々な随時相談時や年１回

行う施設利用者懇談会、生涯学習説明会においても、機会あるごとにより良い団体

運営・活動のあり方などについて説明を行いました。 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点  

市民が身近な所で、情報の収集や学習ができるようにするためには、各学習セ

ンターの役割は大きくなります。つきみ野学習センターでは、センター祭りにお

いて、PR等の効果により参加人数が１，３７９人の予定から実績が１，６４９人
になり参加者を増やすことができました。 

  ② 未達成の点  
各学習センターでは、それぞれ地域文化振興事業を実施していますが、天候や、

祭り等の実施日数の減、改修工事等の理由により、参加人数は予定を下回り、達

成度は低くなっています。 
 ・課 題 

各学習センターで行っている地域文化振興事業については、天候や建物の改修工

事などで、参加者数が目標を下回っていますが、減少の原因が物理的要因のみであ

るかを検証し、実施事業の内容により参加者が少ない場合には、どのような事業を

行ったら参加者が増えるのかを検討します。 
また、情報収集や提供により、さらなる地域活動の支援体制を整えます。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・広域的・全市的なテーマ別グループ活動への支援とは異なり、テーマ別 

 活動の所管課等の持つ資源を効果的に引き出すなど、より地区の実情に 

配慮した対応を行うため、連携・協力などのコーディネート機能に重点 

を置いた支援を目指します。 

 

小項目２ 学習支援システムの普及・活用促進 

 

 ＜方針＞ 

・各学習センターにおける学習交流支援システム（市民が企画する講座など 

広く一般に働きかける事業への支援システム）の普及・活用促進を図り、 

地区における人材育成や学習成果の社会還元を充実させます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(１) 生涯学習センター地域文化振興事業（再掲）          

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事

業の準備・運営に携わり、１０月１３日(土)・１４日(日)の２日間、生涯学習センタ
ーを会場に、サークル等の合同発表会（展示・発表・実演・上映会）として「生涯

学習センターまつり」を開催しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(２) 林間センター地域文化振興事業（再掲） 
  参加団体で組織した実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に準備・ 

運営に携わる事業として、林間学習センターで体験学習を中心とした「夏休みちび 

っこパラダイス」を７月 26日（木）から 28日（土）までの３日間、利用サークル 

の合同発表会「林間学習センターまつり りんぶん祭」を 10月 21 日（土）22日（日） 

の２日間、市内アマチュア劇団の発表会である「りんぶん村の芝居小屋」を 20年 3 

月 16 日（日）に開催しました。 

＜参加者数＞ 

・夏休みちびっこパラダイス……参加11団体、参加者 699 人 

・林間学習センターまつり りんぶん祭……参加 38団体、来館者 1,559 人 

・りんぶん村の芝居小屋……参加６劇団、来場者 113人、出演者 27人 

＜決算額の内訳＞ 

・業務委託料 １８０千円 

(３) 渋谷学習センター地域文化振興事業（再掲） 

  参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 

  業の準備・運営に携わり、３月２日（日）に、渋谷学習センターで「渋谷素人演芸 

大会」を、10月 20 日(土)に、「渋谷学習センターまつり」を開催しました。 

大項目 ２ グループ活動への支援 

中項目 (２)地区単位活動への支援  
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＜決算額の内訳＞ 

・業務委託料 １０５千円 

(４) つきみ野学習センター地域文化振興事業（再掲） 

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 
   業の準備・運営に携わり、11月 10日（土）、11日（日）に、つきみ野学習センター 

を会場に、サークル等の合同発表会として「つきみ野学習センターまつり」を開催 
しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(５) 桜丘学習センター地域文化振興事業（再掲） 

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 
   業の準備・運営に携わり、１１月３日、４日、１０日の３日間、桜丘学習センター 

を会場に、サークル等の合同発表会（展示・発表・催し物など）として「桜丘学習 
センターまつり」を開催しました。 

   ＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

サークル等による生涯学習センターまつりを開催し、地区における人材育成や

学習成果の社会還元を充実させました。  
② 未達成の点  

学習センターの改修工事や団体会員の高齢化等の理由により、センターまつり

の実行委員会を構成する参加団体が予定数に達せず、達成度は低いものとなって

います。 
 ・課 題 

各学習センターの地域支援事業については、事業内容をよく精査し、多くの市民

が参加しやすい事業の展開を考えていきます。 
館によってセンターまつりの参加団体が減っていますが、その原因の一つには干

渉されずに活動をしたいという団体が増えたことがあると考えられます。この他に

も地域性など館ごとに減少の要因があるのかを探り、対応策を考えます。 
あわせて市民が企画する講座など広く一般に働きかける事業を支援する学習交流

支援システムを活用し、新たな人材の発掘や育成をしていきます。 
 

 
 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・広域的・全市的なテーマ別グループ活動への支援とは異なり、テーマ別 

 活動の所管課等の持つ資源を効果的に引き出すなど、より地区の実情に 

配慮した対応を行うため、連携・協力などのコーディネート機能に重点 

を置いた支援を目指します。 

 

 

小項目３ 担い手の発掘・育成・主体創出等への連携協力・支援 

 

 ＜方針＞ 

・庁内各課・機関や団体等が各分野の担い手の発掘・育成・主体創出等で 

社会教育的事業を行う場合に、各学習センターが共催事業とするなど、 

連携・協力・支援を行います。 

     ・各学習センターに社会教育指導員を充実配置し、社会教育主事など専門 

      職員による指導のもと、地区単位活動の連携推進業務を担当させながら、 

      地区の市民感覚と行政・共益への理解とを併せ持つ人材を持続的に地区へ 

      輩出していきます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞     ※【】内前年度 
(１) 生涯学習センター地域文化振興事業（再掲）          

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事

業の準備・運営に携わり、１０月１３日(土)・１４日(日)の２日間、生涯学習センタ
ーを会場に、サークル等の合同発表会（展示・発表・実演・上映会）として「生涯

学習センターまつり」を開催しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(２) 林間センター地域文化振興事業（再掲） 
  参加団体で組織した実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に準備・ 

運営に携わる事業として、林間学習センターで体験学習を中心とした「夏休みちび 

っこパラダイス」を７月 26日（木）から 28日（土）までの３日間、利用サークル 

の合同発表会「林間学習センターまつり りんぶん祭」を 10月 21 日（土）22日（日） 

の２日間、市内アマチュア劇団の発表会である「りんぶん村の芝居小屋」を 20年 3 

月 16 日（日）に開催しました。 

＜参加者数＞ 

・夏休みちびっこパラダイス……参加11団体、参加者 699 人 

・林間学習センターまつり りんぶん祭……参加 38団体、来館者 1,559 人 

・りんぶん村の芝居小屋……参加６劇団、来場者 113人、出演者 27人 

＜決算額の内訳＞ 

・業務委託料 １８０千円 

大項目 ２ グループ活動への支援 

中項目 (２)地区単位活動への支援  
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(３) 渋谷学習センター地域文化振興事業（再掲） 

  参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 

  業の準備・運営に携わり、３月２日（日）に、渋谷学習センターで「渋谷素人演芸 

大会」を、10月 20 日(土)に、「渋谷学習センターまつり」を開催しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・業務委託料 １０５千円 

(４) つきみ野学習センター地域文化振興事業（再掲） 

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 
   業の準備・運営に携わり、11月 10日（土）、11日（日）に、つきみ野学習センター 

を会場に、サークル等の合同発表会として「つきみ野学習センターまつり」を開催 
しました。 
＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 

(５) 桜丘学習センター地域文化振興事業（再掲） 

   参加団体で組織された実行委員会に委託することにより、実行委員会が主体的に事 
   業の準備・運営に携わり、１１月３日、４日、１０日の３日間、桜丘学習センター 

を会場に、サークル等の合同発表会（展示・発表・催し物など）として「桜丘学習 
センターまつり」を開催しました。 

   ＜決算額の内訳＞ 
・業務委託料 ７０千円 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

各学習センターでは、実行委員会形式で学習センターまつりを行っていますが、

参加予定団体数が下回ったところがあり、中程度の達成度なっています。  
  ② 未達成の点  

学習センターまつりにおいては、開催日数の減や、建物修繕工事などにより、

５館中３館で、参加団体が予定数を下回りました。 
 ・課 題 

昨今では、働きざかりや、子育て中の人は、地域文化活動に参加する余裕がなく

なっています。 
これからの、地域文化振興のために担い手となる人材を発掘するためには、団塊

の世代の人々で定年者の活用が必要となってくることから、行政からの PRを積極的
に行い、参加意識の高揚を図り、担い手の発掘・育成等を今後も継続的に行ってい

きます。 
 
     
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・広域的・全市的なテーマ別グループ活動への支援とは異なり、テーマ別 

 活動の所管課等の持つ資源を効果的に引き出すなど、より地区の実情に 

配慮した対応を行うため、連携・協力などのコーディネート機能に重点 

を置いた支援を目指します。 

 

小項目４ 持続的な支援 

 

 ＜方針＞ 

・庁内各課・機関等の地区単位活動支援について、普及・活用・浸透を図り 

 ます。 

・庁内各課・機関等の地区単位活動支援について、人材育成等が十分に行き 

 渡り、事業の理解・行動の担い手となる市民層が充実した地区から順次支 

援対象を市民自治区とし、個別の単位集団への支援業務等を委ねていきま 

 す。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(１) スポーツ関係団体支援事業（再掲）            

  次の団体に対して補助金を交付しました。 
＜決算額の内訳＞ 

    ・地区体育振興会（１１地区）補助金     ２，４２０千円 
    ・体育協会               １，６００千円 
    ・スポーツ少年団                             ７６千円 

 ・レクリエーション協会             ３０千円 
     ・軽スポーツ協会                １５千円 
(２) 生涯学習情報提供・学習相談事業（再掲） 

 ・庁内や関係機関などから収集した生涯学習関連情報を、インターネットや情報誌な

ど様々な媒体を使って市民に提供しました。        

 ＜学習情報の提供実績＞ 
  ・サークル・団体情報       ３，５０１件【３，２２２件】 
  ・事業・講座情報         ３，５４０件【２，０２６件】 
  ・資格・試験情報            ６１件【   ２７件】 
  ・ボランティア講師制度情報      ４４１件【  １５０件】 
  ・市民端末利用者数      １７，８２０人【２６，１２３人】 
    （生涯学習センター・渋谷中学校開放窓口） 
  ・その他             ８，３３２件【５，８８４件】 
＜決算額の内訳＞ 

   ・社会教育指導員報酬  ３，２４０千円 
   ・その他          ３２１千円 

大項目 ２ グループ活動への支援 

中項目 (２)地区単位活動への支援  
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(３) 社会教育関係団体登録・育成事業（再掲） 
社会教育関係団体登録の継続認定のための届出書を提出する際に、望まれる団体活

動についての助言を行いました。新規認定の際は、社会教育関係団体に求められる

使命を十分説明し、その適格性を確認するために当面の活動状況を確認した後に認

定しました。また、利用登録団体及びサークル等からの様々な随時相談時や年１回

行う施設利用者懇談会、生涯学習説明会においても、機会あるごとにより良い団体

運営・活動のあり方などについて説明を行いました。 

(４)親子ふれあい推進事業 
ふれあい広場は推進委員会に、また親子ウォークラリーは青少年指導員連絡協議会

に委託して実施しました。 

＜ふれあい広場＞ 

   ・開催期間 平成１９年１０月から平成２０年１月まで 

   ・開催場所 地区実行委員会１２地区、小学校区実行委員会３地区   

   ・入場者数 １８，０００人【１７，２１７人】 

＜ウォークラリー＞ 

 ・実施日      平成１９年７月２１日（土） 

 ・スタート・ゴール やまと公園【大和市役所】 

   ・参加者数     １２８組５０７名【１６３組６０９名】 

＜決算額の内訳＞ 

   ・ふれあい広場委託   １，９５０千円 

 ・ウォークラリー委託    ７８０千円 

(５)大和市家庭・地域教育活性化会議支援事業 
  ・推進委員会、地域青少年健全育成会（３地区）に対して補助金を交付しました。 

＜決算額の内訳＞ 

    ・補助金：１，５００千円 

    ・その他：   ３７千円 
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 ・達成度 

① 特に方針の推進になった点  
地区単位活動については、持続的な支援が必要なことから、協議会や委員会の開

催、生涯学習に対する情報提供、学習相談などを実施しましたが、ほぼ予定どおり

行うことができ、達成度は高くなっています。 
 ② 未達成の点  

社会教育関係団体の認定・登録件数については、高齢化や団体としての継続の問

題などから、予定数に達しませんでした。 
・課 題 
持続的な活動を行うためには、地域の特性、年齢層に応じた活動展開が必要となっ

てきます。親子でいっしょにできるような活動を通じて、事業の継承ができればさら

に良いと考えます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・多様な市民ニーズに対応すべく、既存の関連施設の高度活用等を図って 

 いきます。 

 

小項目１ 利用しやすい施設づくり 

 

 ＜方針＞ 

・利用者の利便性向上のために、施設スタッフの充実と施設利用システムの 

改善等に努めていきます。 

・快適な施設づくりのために、設備の改善等に努めていきます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) 郷土民家園管理運営事業（再掲）              

指定管理者による管理運営を行いました。 
 指定管理者（財団法人大和市スポーツ・よか・みどり財団） 
 年間入園総数 ２９，７４３人【年間入園者数  ３２,６６２人】 
＜決算額の内訳＞ 
・郷土民家園指定管理委託   ８，３５７千円 
・その他              ７１千円 

(2) つる舞の里歴史資料館維持管理事務（再掲） 

 適宜修繕等を行い、施設を良好に維持するため管理に努めました。 
＜決算額の内訳＞ 
・施設管理・保守等委託料          １，９１７千円 
・収蔵品管理・映像展示システム賃貸借料   １，３２３千円 
・施設維持管理用光熱水費          １，２５２千円 
・その他                    ８７７千円 

(3) 文化財保管施設維持管理事業（再掲） 

  文化財保管施設の維持管理を行いました。 
＜決算額の内訳＞ 
・施設維持管理用光熱水費   ３９５千円 
・施設管理・保守等委託料   ３３３千円 
・その他           ２９８千円 

(4)下鶴間ふるさと館維持管理運営事業（再掲） 

  指定管理者による管理・運営を行いました。 
   ・入館者数  ６，８８３人 【１１，０２９人】  

＜決算額の内訳＞ 
    ・下鶴間ふるさと館指定管理委託  １１，８７１千円 
    ・施設案内リーフレット印刷         ９４千円 
    ・その他                  ６９千円 

大項目 ３ 学習空間の確保 

中項目 (１) 既存の生涯学習施設の充実 
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(５) スポーツセンター施設管理運営事業 

  スポーツセンターの管理運営を財団法人大和スポーツ・よか・みどり財団に指定管理

者として継続期間です。 
＜決算額の内訳＞ 
・指定管理委託料        １６３，８８９千円 
・施設予約システム賃借料      ８，０４０千円 
・陸上競技場写真判定機賃借料    ２，７４７千円 
・第１体育室床改修工事       ５，１２４千円 
・剣道場床塗装改修工事       １，９４４千円 
・その他              １，９６５千円 

(６) 野球場施設管理運営事業 

  指定管理者による管理運営の継続期間です。 

引地台野球場のラバーフェンスの改修工事をしました。 

＜決算額の内訳＞ 

 ・指定管理委託料   ５７,４１２千円 

   ・野球場土地賃借料  １９,７８４千円  

   ・施設修繕      １３,５９８千円   

   ・管理運営委託料      ９２９千円       

 ・その他          ８７８千円 

(７) 庭球場施設管理運営事業 

  指定管理者による管理運営の継続期間です。 

＜決算額の内訳＞ 

    ・庭球場土地賃借料   １５,４５６千円 

    ・指定管理委託料     ４,８９９千円 

     ・管理運営委託料       ９３６千円 

(８) スポーツ広場管理運営事業 

指定管理者による管理運営の継続期間です。 

    桜森、宮久保スポーツ広場 

（財）大和市スポーツ・よか・みどり財団による施設の管理運営をしました。 

    山谷、南林間、渋谷西 

＜決算額の内訳＞ 

・管理運営委託料  ９，２４７千円 

・土地賃借料    ８，３８６千円 

・指定管理委託料  ７，０３５千円 

(９) 野球場施設大規模改修事業 

 ・平成１８年度から２ヶ年で実施している引地台野球場のスコアボードＬＥＤ改修工

事が完了しました。平成１９年度はＬＥＤ改修（ＬＥＤ交換）工事を実施しました。 

・宮久保野球場の安全対策として 南側部分に防球ネットを設置しました。 

＜決算額の内訳＞ 

   ・引地台野球場スコアボードＬＥＤ部改修工事  ３３，６００千円 

   ・宮久保野球場防球ネット設置工事        ８，１１２千円 

(１０) 引地川公園ゆとりの森芝生グラウンド管理運営事業 

引地川公園ゆとりの森芝生グラウンドが完成し、７月１日より供用を開始しました。 

＜利用実績＞ 

 ・４７６件 １１，３６６人 
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＜決算額の内訳＞ 

   ・指定管理委託料        １４，０８８千円 

    ・管理運営委託料          ２，５９５千円  

    ・施設予約システム改修委託    ２，８０４千円 

    ・ゆとりの森芝生グラウンド備品等 ４，６２９千円 

(１１) 特別教室開放事業 

  市立小・中学校の特別教室を開放しました。また、光丘中学校建て替えに伴う新規

開放事業の準備を行いました。 

＜特別教室開放実績＞  

   ・中央林間小学校   ４０件【   ２８件】 

   ・渋谷小学校    １８９件【  １７６件】 

   ・引地台中学校    ８５件【  １０２件】 

 ・渋谷中学校  １，１７９件【１，１６９件】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・地域と学校の連携による大和市立渋谷中学校開放事業負担金 

  ６，８５８千円 

   ・特別教室開放事業用消耗品 ほか   １，４４９千円 

(１２) 生涯学習センターホール施設維持管理事業 

  施設の日常的な維持管理業務や修繕などを行いました。 

＜決算額の内訳＞ 

・業務委託料 １０，７４０千円 

・その他    １，８０４千円 

(１３) 学習センター施設維持管理事務 

施設の日常的な維持管理業務や修繕などを行いました。 

＜決算額の内訳＞ 

・施設管理・保守等委託料 ５５，０４９千円 

・需用費         ３０，４３２千円 

・駐車場使用料       ４，１０６千円 

・その他          ３，２６６千円 

(１４) 生涯学習センター施設整備事業 

  平成２０年度に実施する工事のための基本設計等を行いました。 

＜事業内容＞ 

 ・林間学習センターバリアフリー工事設計業務委託 

   ・生涯学習センターホール耐震補強工事設計業務委託 

 ・生涯学習センターホール耐震補強工事（契約） 

         （平成１９年度～平成２０年度債務負担行為） 

＜決算額の内訳＞ 

   ・林間学習センターバリアフリー工事設計業務委託   ２，６２５千円 

   ・生涯学習センターホール耐震補強工事設計業務委託  １，９２２千円 

   ・その他                         ４５千円 

(１５) 学習センター会議室等貸出事務 

 ・施設利用に必要な団体登録申請に係る事務や登録後の各種変更申請の処理を行いま 

した。 

・また、会議室等の代理予約や使用料の収納、利用状況の統計事務、物品・備品の貸

出などを行いました。 
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・市外、営利団体等でも電子予約システムを利用できるようにするため、受付システ

ムの変更について調整を行いました。  

(１６) 学習センターホール貸出事務 

  生涯学習センターホールの抽選予約事務、随時予約事務、設備備品の貸出事務、使

用料収納事務、インターネットによるホール行事の周知事務、利用状況統計事務な

どを行いました。 

(１７) 青少年キャンプ施設管理運営事業 

  このまさわキャンプ場を借上げ、青少年団体や親子に提供しました。 

＜利用者数等＞ 

   ・泉の森ふれあいキャンプ場  １４，４６２人【１３，８６７人】 

    ※開設日  ３～１１月 毎日   

         １２～ ２月 土日祝日 

    ・このまさわキャンプ場       ４４８人【   ５５９人】 

    ※１０泊１１日開設（８月１１日～２０日） 

     稼働率           ６２．２％ 【  ７１．１％】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・泉の森ふれあいキャンプ場管理運営事業委託  ６，８００千円 

   ・このまさわキャンプ場施設借上料       １，３８０千円 

 ・その他                       ４２千円 

(１８) 児童館管理運営事業 

・単独児童館２館とコミセン併設児童館２０館は、地域に密着した児童館の運営を

行うため、指定管理者制度による管理運営を行いました。 

・子安児童館のサッシ改修工事を実施しました。 

＜児童館２２館の年間利用者総数＞ 

・ １５２，２６２人【１４６，２２９人】 

＜決算額の主な内訳＞ 

  ・児童館指定管理者委託料      ５５，１５８千円 

 ・子安児童館サッシ改修工事         ４３２千円 

   ・その他                  ６９千円 

(１９) 児童ホーム管理運営事業 

・放課後に小学校１～３年生の留守家庭の児童を児童ホームで預かり、児童の健全

育成に努めました。 

・障害児対応のための補助指導員を増員し、サービスの充実に努めました。 

・夏休みの一時入所対象も引き続き全児童クラブで受け入れます。 

＜事業内容＞ 

   ・公営児童ホーム：１６ホーム 

    （余裕教室利用７ヵ所、学校敷地内６ヵ所、民家等３ヵ所） 

     児童ホーム指導員 ：４４人【４０人】 

     補助指導員  ：通年３２人【２６人】（うち障害児対応１４人)、 

            夏休み１９人【１９人】 

     入所児童数  ：７１４人（平成１９年４月１５日現在） 

     夏休みのみ受け入れ児童数  ：７７人 

・ 民営事業委託：３箇所 児童数：１５０人 

＜決算額の内訳＞ 

   ・指導員報酬  ７５，９９５千円  ・補助指導員賃金 １９，４１９千円 
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    ・民営委託事業 ９，５３５千円 ・その他 ３５，８２７千円 

(２０) 青少年センター施設維持管理事務 

・施設の総合的な維持管理を行いました。 

・チーリングユニット（冷房装置の一部）の分解整備委託を行いました。 

＜決算額の主な内訳＞ 

・施設管理・保守等委託料      ６，６４９千円 

・需用費（光熱水費・施設修繕等）  ５，３７４千円 

・その他                ５７３千円 

(２１) 緑野青空子ども広場管理運営事業 

・トイレ清掃、樹木剪定、草刈に係る業務を委託しました。 

・ツリーガーデンを含め、冒険遊び場として地域と協力して管理運営しました。 

＜イベント開催＞ 

    食のイベント：９回【２回】 

＜決算額の内訳＞ 

   ・負担金             ：１，５８１千円 

   ・その他             ：  ６６４千円 

(２２) 図書館施設維持管理事務 

・施設整備点検・空調等保守点検業務委託・警備等業務委託をしました。 

・光熱水費・各種保険料を執行しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・綜合管理委託      １２，０７５千円 

・光熱水費        １２，７５８千円 

・施設修繕費       １０，３８９千円  

・その他（施設管理委託）  ６，７５３千円 

(２３) 視聴覚ライブラリー管理運営事業（再掲） 

・視聴覚機材・教材、設備の貸出を実施しました。 

・１６ミリ映写機操作技術認定講習会を実施しました。 

・ビデオカメラ講習会を実施しました。 

・デジカメ・ビデオカメラプリント講習会を実施しました。 

・新しいメディアの操作講習会（デジカメ講習会で DVD の資料作り）を実施しまし

た。 

＜決算額の内訳＞ 

・視聴覚教材購入費（ＤＶＤその他） １４４千円 

・視聴覚機材修繕費          ４９７千円 

・その他                ２０３千円 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

利用者の施設利用に対する利便性の向上のため、施設整備、維持管理等の事業、

利用システム変更を実施しましたが、施設維持管理業務数や、利用者数は一部施

設で開館日数や利用人数などで、予定数に達しないものもありましたが、概ね達

成されています。   
  ② 未達成の点  

野球場や児童館の利用者数については、施設の改修工事により利用者数が減っ

たもので、庭球場の利用者数については、平日利用者の減少により予定数を下回

ったものです。 
 ・課 題 

施設は全体的に老朽化しているので、適正な施設整備や維持管理が不可欠であ

り、特に施設整備については、長期的な視点を持って取り組んでいきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・多様な市民ニーズに対応すべく、既存の関連施設の高度活用等を図って 

 いきます。 

 

小項目２ 施設の効果的な運営 

 

 ＜方針＞ 

・市民協働や民間委託などの手法も視野に入れながら、施設の効果・効率的 

 運営を図っていきます。 

 

 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞         ※【】内前年度 
(１)  郷土民家園管理運営事業（再掲）              

指定管理者による管理運営を行いました。 
 指定管理者（財団法人大和市スポーツ・よか・みどり財団） 
 年間入園総数 ２９，７４３人【年間入園者数  ３２,６６２人】 
＜決算額の内訳＞ 
・郷土民家園指定管理委託   ８，３５７千円 
・その他              ７１千円 

(２)下鶴間ふるさと館維持管理運営事業（再掲） 

  指定管理者による管理・運営を行いました。 
   ・入館者数  ６，８８３人 【１１，０２９人】  

＜決算額の内訳＞ 
    ・下鶴間ふるさと館指定管理委託  １１，８７１千円 
    ・施設案内リーフレット印刷         ９４千円 
    ・その他                  ６９千円 
(３) スポーツセンター施設管理運営事業（再掲） 

  スポーツセンターの管理運営を財団法人大和スポーツ・よか・みどり財団に指定管理

者として継続期間です。 
＜決算額の内訳＞ 
・指定管理委託料        １６３，８８９千円 
・施設予約システム賃借料      ８，０４０千円 
・陸上競技場写真判定機賃借料    ２，７４７千円 
・第１体育室床改修工事       ５，１２４千円 
・剣道場床塗装改修工事       １，９４４千円 
・その他              １，９６５千円 
 

大項目 ３ 学習空間の確保 

中項目 (１) 既存の生涯学習施設の充実 
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(４) 野球場施設管理運営事業（再掲） 

  指定管理者による管理運営の継続期間です。 

引地台野球場のラバーフェンスの改修工事をしました。 

＜決算額の内訳＞ 

 ・指定管理委託料   ５７,４１２千円 

   ・野球場土地賃借料  １９,７８４千円  

   ・施設修繕      １３,５９８千円   

   ・管理運営委託料      ９２９千円       

 ・その他          ８７８千円 

(５) 庭球場施設管理運営事業（再掲） 

  指定管理者による管理運営の継続期間です。 

＜決算額の内訳＞ 

    ・庭球場土地賃借料   １５,４５６千円 

    ・指定管理委託料     ４,８９９千円 

     ・管理運営委託料       ９３６千円 

(６) スポーツ広場管理運営事業（再掲） 

指定管理者による管理運営の継続期間です。 

    桜森、宮久保スポーツ広場 

（財）大和市スポーツ・よか・みどり財団による施設の管理運営をしました。 

    山谷、南林間、渋谷西、 

＜決算額の内訳＞ 

・管理運営委託料  ９，２４７千円 

・土地賃借料    ８，３８６千円 

・指定管理委託料  ７，０３５千円 

(７) 引地川公園ゆとりの森芝生グラウンド管理運営事業（再掲） 

引地川公園ゆとりの森芝生グラウンドが完成し、７月１日より供用を開始しました。 

＜利用実績＞ 

 ・４７６件 １１，３６６人 

＜決算額の内訳＞ 

   ・指定管理委託料        １４，０８８千円 

    ・管理運営委託料          ２，５９５千円  

    ・施設予約システム改修委託    ２，８０４千円 

    ・ゆとりの森芝生グラウンド備品等 ４，６２９千円 

(８) 青少年キャンプ施設管理運営事業（再掲） 

  このまさわキャンプ場を借上げ、青少年団体や親子に提供しました。 

＜利用者数等＞ 

   ・泉の森ふれあいキャンプ場  １４，４６２人【１３，８６７人】 

    ※開設日  ３～１１月 毎日   

         １２～ ２月 土日祝日 

    ・このまさわキャンプ場       ４４８人【   ５５９人】 

    ※１０泊１１日開設（８月１１日～２０日） 

     稼働率           ６２．２％ 【  ７１．１％】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・泉の森ふれあいキャンプ場管理運営事業委託  ６，８００千円 

   ・このまさわキャンプ場施設借上料       １，３８０千円 



              

 114 

 ・その他                       ４２千円 

(９) 児童館管理運営事業（再掲） 

・単独児童館２館とコミセン併設児童館２０館は、地域に密着した児童館の運営を

行うため、指定管理者制度に管理運営を移行しました。 

・子安児童館のサッシ改修工事を実施しました。 

＜児童館２２館の年間利用者総数＞ 

・ １５２，２６２人【１４６，２２９人】 

＜決算額の主な内訳＞ 

  ・児童館指定管理者委託料      ５５，１５８千円 

 ・子安児童館サッシ改修工事         ４３２千円 

   ・その他                  ６９千円 

(１０) 緑野青空子ども広場管理運営事業（再掲） 

・トイレ清掃、樹木剪定、草刈に係る業務を委託しました。 

・ツリーガーデンを含め、冒険遊び場として地域と協力して管理運営しました。 

＜イベント開催＞ 

    食のイベント：９回【２回】 

＜決算額の内訳＞ 

   ・負担金             ：１，５８１千円 

   ・その他             ：  ６６４千円 

(１１) 図書館施設維持管理事務（再掲） 

・施設整備点検・空調等保守点検業務委託・警備等業務委託をしました。 

・光熱水費・各種保険料を執行しました。 

＜決算額の内訳＞ 

・綜合管理委託      １２，０７５千円 

・光熱水費        １２，７５８千円 

・施設修繕費       １０，３８９千円  

・その他（施設管理委託）  ６，７５３千円 

(１２) 視聴覚ライブラリー管理運営事業（再掲） 

・視聴覚機材・教材、設備の貸出を実施しました。 

・１６ミリ映写機操作技術認定講習会を実施しました。 

・ビデオカメラ講習会を実施しました。 

・デジカメ・ビデオカメラプリント講習会を実施しました。 

・新しいメディアの操作講習会（デジカメ講習会で DVD の資料作り）を実施しまし

た。 

＜決算額の内訳＞ 

・視聴覚教材購入費（ＤＶＤその他） １４４千円 

・視聴覚機材修繕費          ４９７千円 

・その他                ２０３千円 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

施設の効果的な運営については、指定管理や委託などの手法により、最も適し

た施設運営を行っています。 
一部施設で、施設修繕の理由などにより利用者数が予定数を下回っていますが、

新しくできたゆとりの森芝生グラウンドやスポーツ広場では、大幅に利用者が増

えており、施設の効果的な運営は概ね達成できていると考えています。   
② 未達成の点  

一部施設で、施設修繕などの理由により、利用者数が予定数を下回っています。 
 ・課 題 

市民が利用しやすい施設とするために、アンケートなどにより常に市民ニーズを

把握することが必要です。利用しやすさを計る代表的な指標である利用者数に注視

しながら、利用を促すための運営を継続していきます。 
運営を指定管理で行っている施設については、今後も審議会などで施設の管理状

況を評価しながら、適正な運営を行っていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・自然や史跡、広場など、学習空間の確保に努めていきます。 

 

小項目１ 新たな学習空間の確保 

 

 ＜方針＞ 

・閉じられた施設空間だけでなく、開放的な屋外空間の確保にも努めていき 

ます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞     ※【】内前年度 
(1) 史跡・天然記念物保護事業（再掲）              

 植物標本・昆虫標本の保存管理、市指定天然記念物（樹木）の巡視、樹木診断を行い

ました。また市指定天然記念物は損害賠償責任保険に加入し、貴重な文化財の安全管

理に努めました。 

＜決算額の内訳＞ 

・大和市指定天然記念樹木診断委託    ２０８千円 

・その他                 １９千円 

(2)引地川公園ゆとりの森芝生グラウンド管理運営事業（再掲） 

引地川公園ゆとりの森芝生グラウンドが完成し、７月１日より供用を開始しました。 

＜利用実績＞ 

 ・４７６件 １１，３６６人 

＜決算額の内訳＞ 

   ・指定管理委託料        １４，０８８千円 

    ・管理運営委託料          ２，５９５千円  

    ・施設予約システム改修委託    ２，８０４千円 

    ・ゆとりの森芝生グラウンド備品等 ４，６２９千円                 

(3) 未利用国有地スポーツ施設設置事業 

   南関東防衛局が基盤工事を行う予定であったが、局の都合により、工事年度が繰り 
越されたため、本市も予算を執行せずに減額補正を行いました。 

 (４) 特別教室開放事業（再掲） 

  市立小・中学校の特別教室を開放しました。また、光丘中学校建て替えに伴う新規

開放事業の準備を行いました。 

＜特別教室開放実績＞  

   ・中央林間小学校   ４０件【   ２８件】 

   ・渋谷小学校    １８９件【  １７６件】 

   ・引地台中学校    ８５件【  １０２件】 

 ・渋谷中学校  １，１７９件【１，１６９件】 

＜決算額の内訳＞ 

大項目 ３ 学習空間の確保 

中項目 (２) 新たな学習空間の確保 
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 ・地域と学校の連携による 

   ・大和市立渋谷中学校開放事業負担金  ６，８５８千円 

   ・特別教室開放事業用消耗品 ほか   １，４４９千円  

 

 
 
 
 

・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

ゆとりの森芝生グラウンドの使用開始や学校特別教室の開放、また、天然記念

物の適切な保存などにより、新たな学習の場や機会を確保しました。 
  ② 未達成の点  

国有地を借用したスポーツ広場の整備を行う予定でしたが、国の事情により達

成することができませんでした。 
 ・課 題 

新たな学習の場や機会の確保については、情報収集に努め、常にその可能性を

探りながら、今後も引き続き努力していきます。 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・生涯学習関連施設の今後のあり方を再検討していきます。 

 

小項目１ 施設配置の再検討 

 

 ＜方針＞ 

・施設の概念を。広く自然や史跡等を含む活動空間としてとらえながら、 

取り巻く情勢の変化を踏まえて、今後の関連施設のあり方について再検討 

していきます。 

・今後の関連施設のあり方は、市民や関連部署とともに検討していきます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業 ＞    ※【】内前年度 
(1) 文化会館建設基金管理事務              

・寄附金の受入れ及び積立金の管理を行いました。 

寄附件数 １件 【３件】                        

＜決算額の内訳＞ 

・寄附金     ７９千円 

・利 子  ３，６７５千円 

 
 
 
 
 

・達成度 
① 特に方針の推進になった点 
 文化施設の整備のため、基金の管理を適正に行いました。 

  ② 未達成の点  
    未達成の点はありません。 
 ・課 題 
   文化施設の整備については、広く市民の意見を聴くとともに、基金への寄付を募

るなど、市民と行政が一体となった取り組みを進めていきます。 
 
 
 

 

 

大項目 ３ 学習空間の確保 

中項目 (３) 施設配置の再検討 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・生涯学習推進協議会の市民参加度を高め、協働による施策の立案・推進を 

 図っていきます・ 

・個人・グループ単位の市民と共同した事業推進を図っていきます。 

 

小項目１ 市民代表機関の充実 

 

 ＜方針＞ 

・生涯学習推進協議会の市民メンバー比率を高めていきます。 

・生涯学習推進協議会の機能を拡大していきます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) 生涯学習総合推進事業               

・「第３次大和市生涯学習計画」に基づき、生涯学習施策の推進を図りました。 

・大和市生涯学習推進協議会において、今後の効果的な施策推進のための方策を検討

し、「学習機会の提供」の提言がなされました。 

＜決算額の内訳＞ 

・生涯学習推進協議会委員謝礼（金） １１６千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大項目 ４ 推進体制の確立 

中項目 (１) 市民とともに推進する 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点   

生涯学習を市民とともに推進するためには、協議会などに市民のメンバーの比

率を増やし、広く市民の声を取り入れることが必要です。 
生涯学習推進協議会における公募市民メンバーの３人は、施策推進に積極的に

寄与しており、概ね達成されています 
② 未達成の点  

    未達成の点はありません。  
 ・課 題 

協議会を活性化するための市民委員の比率向上、また男女共同参画の視点から女

性委員の比率向上が望まれますが、現状では市民メンバーが１０人中３人、女性委

員も半数と特に問題はありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・生涯学習推進協議会の市民参加度を高め、協働による施策の立案・推進を 

 図っていきます・ 

・個人・グループ単位の市民と共同した事業推進を図っていきます。 

 

小項目２ 市民と協働ですすめる事業 

 

 ＜方針＞ 

・ボランティア講師組織の自立化を支援していきます。 

・学習グループの自主企画講座等の活発化を支援していきます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) 講座等開催事業（再掲）              

各学習センター毎に、市民ニーズや社会情勢を捉えながら生涯各期に必要な課題や現

代的課題に関する学習機会提供を行いました。 

＜事業内容＞ 

 ・生涯各期事業  乳幼児家庭教育講座等      ７７事業【６９事業】 

 ・現代的課題事業 人権平和事業や男女共同参画事業等２０事業【２２事業】 

 ・その他事業   音楽会や発表会等        ２９事業【３２事業】 

 ・協働事業（渋谷中学校）             １８事業【１４事業】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・社会教育指導員報酬         ３，０６０千円 

 ・講師謝礼ほか            ２，３５２千円 

 ・全国公民館総合補償制度保険料 ほか １，３１１千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大項目 ４ 推進体制の確立 

中項目 (１) 市民とともに推進する 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点  

家庭教育学級等の講座への市民参加促進や、ボランティア講師の会への支援を

行うとともに、市民団体が企画実施する講座等を開催することができたため、達

成されています。  
  ② 未達成の点  
    未達成の点はありません。 
 ・課 題 

市民の自主的な取り組みを促進するため、学習グループの自主企画講座等を増や

す仕掛けが必要です。 
市民と協働で進める事業では、家庭教育の分野を充実していくべきと考えます。

今後、関連する部署と協力して様々なサポート体制を確立するように努めます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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      中項目 (２) 関連機関と連携して推進する 

  ＜目標＞ 

・市の出資する財団・公社との役割分担を明確にして、相互補完と連携に 

 よる事業推進を図っていきます・ 

・必要に応じて、高等教育機関や民間教育機関等との事業連携を図って 

 いきます。 

 

小項目１ 市が出資する財団・公社との連携 

 

 ＜方針＞ 

・財団・公社の事業採算性と公益的責務をふまえた市の役割分担を明確に 

します。 

・財団・公社の公益的責務に着目し、行政の事業領域を委ねていきます。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) スポーツ・よか・みどり財団支援事業         

スポーツ、緑化推進活動、その他多様な余暇活動のための事業を実施している財団法

人大和市スポーツ・よか・みどり財団を支援しました。 

・（財）大和市スポーツ・よか・みどり財団運営費補助金 

＜決算額の内訳＞ 

 ・補助金  １７３，８２９千円  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大項目 ４ 推進体制の確立 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点  

（財）大和市スポーツ・よか・みどり財団の運営を支援することにより、余暇

活動等のための多様な事業展開に寄与し、いつでも学べる機会の充実に向け成

果を達成できました。  
  ② 未達成の点  
    未達成の点はありません。 
・課 題 
（財）大和市スポーツ・よか・みどり財団の自主、自立の運営のために、市から

の派遣職員の削減を図っていく必要があります。 
財団・公社との連携については、市との役割分担を明確にして市民にわかりやす

い運営に努めます。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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      中項目 (２) 関連機関と連携して推進する 

  ＜目標＞ 

・市の出資する財団・公社との役割分担を明確にして、相互補完と連携に 

 よる事業推進を図っていきます・ 

・必要に応じて、高等教育機関や民間教育機関等との事業連携を図って 

 いきます。 

 

小項目２ 関係機関との連携 

 

 ＜方針＞ 

・高度で専門的な学習機会の提供事業などを、大学や民間教育機関と連携 

して推進していきます。 

・行政の事業領域の見直し。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
 (１) 読書活動推進事業（再掲） 

・各種おはなし会・文学講座などを開催しました。 

（実績） おはなし会 ６２回実施・１，６７４名参加 

読書講演会 全３回実施・延べ９０名参加 

児童文学講座 全２回実施・延べ３８名参加 

一日図書館員 ３回実施・４２名参加 

・大和市子ども読書活動推進会議の設置 

・大和市子ども読書活動推進実施計画の策定・実施 

＜決算額の内訳＞ 

・講師謝礼   １５０千円（３０千円×５回） 

・保育謝礼     ２千円（１千円×２回） 

・その他（クリーニング等）  ９千円 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大項目 ４ 推進体制の確立 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点  

読書講演会は、大学等の専門家講師により実施しており、講座回数も予定どお

り実施できました。  
  ② 未達成の点  
    未達成の点はありません。 
 ・課 題 

活字離れが進んでいる昨今の状況を考えると、子どもの頃から本に親しみ、考え

る力、意見を言える力を養うことができるよう、今後もより良い本の提供や本と触

れる機会を確保していきます。 
また、質の高い生涯学習を推進するため、大学や民間教育機関との連携を進めて

いきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・関連部署による協議組織の機能を充実していきます。 

・各部署が取り組みやすい環境を整えていきます。 

 

小項目１ 全庁的協議組織の設置 

 

 ＜方針＞ 

・生涯学習推進調整会議を設置し、全庁的な施策の推進を図ります。 

・事業内容検討委員会及び特別教室開放推進委員会を設置し、事業調整を 

 図ります。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(1) 特別教室開放事業（再掲）       

  市立小・中学校の特別教室を開放しました。また、光丘中学校建て替えに伴う新規

開放事業の準備を行いました。 

＜特別教室開放実績＞  

   ・中央林間小学校   ４０件【   ２８件】 

   ・渋谷小学校    １８９件【  １７６件】 

   ・引地台中学校    ８５件【  １０２件】 

 ・渋谷中学校  １，１７９件【１，１６９件】 

＜決算額の内訳＞ 

 ・地域と学校の連携による 

   ・大和市立渋谷中学校開放事業負担金  ６，８５８千円 

   ・特別教室開放事業用消耗品 ほか   １，４４９千円 

 (２) 生涯学習推進事業（再掲） 

・「第３次大和市生涯学習計画」に基づき、生涯学習施策の推進を図りました。 

・大和市生涯学習推進協議会において、今後の効果的な施策推進のための方策を検討

し、「学習機会の提供」の提言がなされました。 

＜決算額の内訳＞ 

・生涯学習推進協議会委員謝礼（金） １１６千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大項目 ４ 推進体制の確立 

中項目 (３) 総合行政として推進する 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

生涯学習の全庁的な協議組織については、生涯学習推進調整会議や特別教室開

放推進委員会などを設置し、総合的な施策の推進を図りました。 
  ② 未達成の点  
    未達成の点はありません。 
 ・課 題 

協議会や調整会議においては、情報共有を進め、さまざまな課題や幅広い市民ニ

ーズを考慮したうえで議論を進めることが重要です。 
今後、これらの会議が十分機能を発揮するよう、会議の形態、開催頻度などを検

討していきます。 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・関連部署による協議組織の機能を充実していきます。 

・各部署が取り組みやすい環境を整えていきます。 

 

小項目２ 各部署の取り組み推進 

 

 ＜方針＞ 

・全庁的な意識づくり、共通認識を醸成していきます。 

・具体的な取組方針や、事業フレームを明確にしていきます。 

・生涯学習主管部署が、全庁にわたる関連事業についての進行管理を行って 

 いきます。 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業 ＞     ※【】内前年度 
(１) 生涯学習推進事業（再掲）        

・「第３次大和市生涯学習計画」に基づき、生涯学習施策の推進を図りました。 

・大和市生涯学習推進協議会において、今後の効果的な施策推進のための方策を検討

し、「学習機会の提供」の提言がなされました。 

＜決算額の内訳＞ 

・生涯学習推進協議会委員謝礼（金） １１６千円 

 (２) 出前講座「どこでも講座」事業（再掲） 

  講習可能な内容をメニュー化し、１０名以上の市民により構成された団体の求めに応

じて職員を派遣しました。 

(３) 読書活動事業（再掲） 

・各種おはなし会・文学講座などを開催しました。 

（実績） おはなし会 ６２回実施・１，６７４名参加 

読書講演会 全３回実施・延べ９０名参加 

児童文学講座 全２回実施・延べ３８名参加 

一日図書館員 ３回実施・４２名参加 

・大和市子ども読書活動推進会議の設置 

・大和市子ども読書活動推進実施計画の策定・実施 

＜決算額の内訳＞ 

・講師謝礼   １５０千円（３０千円×５回） 

・保育謝礼     ２千円（１千円×２回） 

・その他（クリーニング等）  ９千円 

 

 
 
 
 

大項目 ４ 推進体制の確立 

中項目 (３) 総合行政として推進する 
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・達成度 
① 特に方針の推進になった点  
 団体サークル情報の作成や「どこでも講座」の開催等、各部署と連携を取りな

がら事業を実施しました。  
  ② 未達成の点  

読書活動の出張事業については、出張事業スタッフ不足により、予定数には達

しませんでしたが、子ども読書活動推進会議での取り組みは、今後も推進してい

きます。 
 ・課 題 

生涯学習に対する全庁的な意識づくりについては研修等の導入を、また読書活動

は事業の見直し等スタッフ不足を補う方策を考えていきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

教育委員会の自己点検・評価 
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  ＜目標＞ 

・関連部署による協議組織の機能を充実していきます。 

・各部署が取り組みやすい環境を整えていきます。 

 

小項目３ 生涯学習所管部門の整備・充実 

 

 ＜方針＞ 

・明確な目標設定のもと、推進体制（組織）を一元化していきます。 

・適材適所の人材配置に努めます。 

 

 

○ 平成 19 年度の取組み＜支えている事務事業＞        ※【】内前年度 
(１) 社会教育委員会議運営事務         

 社会教育委員会議を開催するほか、神奈川県社会教育委員連絡協議会の地区研究会、

研修会に出席しました。 
・社会教育委員会議  年４回開催【年４回】 
・社会教育委員会議  臨時会 年１回開催【年３回】 
・地区研究会 年３回開催【年２回】 
・研修会 年１回開催【年１回】 
・総会  年１回開催【年１回】 
・生涯学習振興基金選考会 １回開催【年１回】 
＜決算額の内訳＞ 
・社会教育委員報酬  ４９０千円 
・その他        ４６千円 

 (２) 文化財保護審議等運営事務 

  市指定重要文化財の指定案件について審議する。文化財保護審議会の開催、文化財保

護指導委員による巡回調査を実施しました。 

・文化財保護審議会  開催回数２回【２回】 

・文化財保護指導委員会議  開催回数２回【２回】 

・指定文化財等巡回調査   年間２回実施【年間２回】 

＜決算額の内訳＞ 

・文化財保護指導員報酬     ３６５千円 

・文化財保護審議会委員報酬    ５４千円 

(３) 生涯学習総合推進事業（再掲） 

 ・「第３次大和市生涯学習計画」に基づき、生涯学習施策の推進を図りました。 
・大和市生涯学習推進協議会において、今後の効果的な施策推進のための方策を検討

し、「学習機会の提供」の提言がなされました。 
＜決算額の内訳＞ 
・生涯学習推進協議会委員謝礼（金） １１６千円 

大項目 ４ 推進体制の確立 

中項目 (３) 総合行政として推進する 
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(４) 読書活動推進事業（再掲） 

・各種おはなし会・文学講座などを開催しました。 

（実績） おはなし会 ６２回実施・１，６７４名参加 

読書講演会 全３回実施・延べ９０名参加 

児童文学講座 全２回実施・延べ３８名参加 

一日図書館員 ３回実施・４２名参加 

・大和市子ども読書活動推進会議の設置 

・大和市子ども読書活動推進実施計画の策定・実施 

＜決算額の内訳＞ 

・講師謝礼   １５０千円（３０千円×５回） 

・保育謝礼     ２千円（１千円×２回） 

・その他（クリーニング等）  ９千円 

 
 
 
 
 

・達成度 
① 特に方針の推進になった点 

生涯学習に関わる地域課題等の解決や、事業の効果的な推進の方策、事業の評

価などは、推進会議や審議会などで検討・協議をし、事業の円滑な推進や充実に

寄与することができています。   
  ② 未達成の点  
    未達成の点はありません。 
 ・課 題 

会議録の公開等、積極的な情報公開により、広く市民の意見を聴くことのできる

体制づくりを行うとともに、引き続き適材適所の人材の配置や、人材養成のための

研修の実施に努めていきます。 
     
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育委員会の自己点検・評価 


